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  序文


  あらゆる領域で大きな情勢の変化がたくさん生じている時代に、私たちは生きています。今は確かに停滞期ではありません。寿命の半分の時間の間に状況が大きく様変わりしただけでなく、ここのところこの変化が大いに加速しつつあります。そのため、世界情勢が明日どうなるのかもわかりません。


  この一般的状況は、ほかならぬキリスト教にもあてはまります――おそらく、それ以上にあてはまるでしょう。すべてが疑問と不確実さに包まれています――つまり、その枠組み、形式、働き、地的展望に関するかぎりです。さらに進んでこう述べることもできるでしょう――きっとそれは、おそらく神の主権、摂理によるのでしょう――諸々の状況により（この状況は極東の方が遙かに進んでいます）、クリスチャンたちはまさに自分たちの基盤を再考することを余儀なくされており、責任者たちも方針転換の必要性というこの問題全般に直面することを余儀なくされているのです。


  この時代の終結に近づいているのだとすると、これこそまさに予期される状況です。まさに本質的真理しか、この試練に耐えられないでしょう。この試練を神ご自身があらゆるものに課されるでしょう。そして、この「裁きは神の家から始まらなければなりません」。キリスト教の装飾品、付属品、付帯物、道具立て、「種々のもの」はすべて剥ぎ取られ、ついには厳しい現実しか残らないでしょう。聖書は「地上に住むすべての人の上に臨んで、その住人たちを試みる火のような試練」について述べています。今日の悲劇は、責任を負っている指導者たちの多くが、あまりにも仕事に忙殺されていたり、軽薄にも楽観的すぎることです。そのため、世界の進展の陰に潜むこの現実の非常事態に気づいていないのです。


  このような吟味が、多くの方面でますます必要になりつつあります。ほかならぬ福音自体の問題についてもそうです。直ちに次のことをはっきりさせておきましょう。福音の本質を再考したり再編する必要がある、ということでは決してありません。そうです、断じてそうではありません！福音の本質的性質や構成要素は「永遠の福音」のままです。しかし、この福音は実際のところ何なのかを新たに理解することが、現実に大いに必要とされているのです。この「福音」という言葉や用語自体、「神のすべての御旨」未満のものを意味するようになってしまっています。そして、ほとんどの場合、もっぱらクリスチャン生活の始まりに適用される言葉になっているのです。


  ヘブル人への手紙を書いた使徒は、キリスト、神の御子の卓越した偉大さを示しました。キリストはあらゆる領域で偉大であり、族長、預言者、御使い、他の何者にもまして偉大です。これを示した時、使徒はすべてを――この「すべて」は途方もありません――「こんなにも偉大な救い」という一つの句にまとめました。この救いについて使徒は宣言しました。それを無視するだけでも――必ずしもそれに反対したり抵抗したりしなくても――滅びは免れないと。


  この小著により、私たちはこの必要に応じるべく努めました。すなわち、福音の偉大さをいくらかでも――ほんの少しでも――回復して再提示しようとしたのであり、また、命、奉仕、進歩、勝利に必要なものはすべて、福音の偉大さの実際的理解にかかっていることを示そうとしたのです。


  



  Ｔ．オースチン-スパークス
 フォレスト・ヒル
 ロンドン、一九五四年


  



  第１章 ローマ人への手紙


  



  「…私が宣べ伝えている福音…」（ガラテヤ二・二）
 「さて、兄弟たちよ、あなたたちに知らせましょう。私があなたたちに宣べ伝えている福音…」（一コリント十五・一）
 「兄弟たちよ、あなたたちに知らせましょう。私が宣べ伝えた福音は、人によるものではありません。」（ガラテヤ一・十一）


  



  「私が宣べ伝えている福音」「私が宣べ伝えた福音」


  新約聖書が扱っている基本事項、それに関する決定的真理の名称として、四つの主な名称があります。その四つの名称とは、福音、道、信仰、証しです。今日「キリスト教」と称されるようになっているものは、当時、この四つの名称の一つまたは二つで呼ばれていました。この四つの名称のうち、他の名称よりもよく使われたのが第一の名称――福音――です。この名称は、新約聖書の包括的使信を示す言葉として、少なくとも百回以上現れます――すなわち、名詞形の「福音」という言葉で現れます。それに対応する動詞形はその何倍も現れますが、私たちはそれに気づいていません。この動詞形は英語ではいくつかの別の言葉に訳されているからです。この全く同じギリシャ語の動詞形は、英語では「宣言する」「宣べ伝える」「福音を宣べ伝える」と訳されています。この動詞形を文字どおり訳したら、とてもぎこちなく聞こえるでしょう。このような感じになります、「福音する」「人々に福音する」「王国を福音する」。あるいは、この言葉の意味を考慮すると、「良い知らせを伝える」「良いおとずれを伝える」等となります。このような訳は英語ではとてもぎこちなく聞こえますが、ギリシャ語ではまさにこのようなことを述べているのです。人々が宣べ伝えた時、「自分は万物万人に『良い知らせを伝えている』」と思っていました。福音を宣べ伝えることは、まさに良いおとずれを知らせることなのです。


  印象深いことに、クリスチャンの信仰を表す「福音」というこの言葉や名称は、新約聖書の二十七の書のうち、二十の書でよく使われています。その例外はヨハネによる福音書であり、この書にこの語は見あたりません。ヨハネの三つの手紙も同様です。また、ペテロの第二の手紙、ヤコブの手紙、ユダ書にも見あたりません。しかし、この著者たちはこの同じものを示す自分自身の名称を持っていました。四つの名称の中に「証し」があることについて述べましたが、クリスチャンの信仰を表すのにヨハネが特に用いたのはこの名称です――ヨハネはしばしば「イエスの証し」という名称を用いています。ヤコブやユダは「信仰」という名称を用いています。しかし、「良い知らせ」「福音」というこのささやかな名称がいかに優勢かわかります。


  「福音」という用語の示す範囲


  そこで、最初に最も重要な事実を考慮しなければなりません。その事実とは、良い知らせというこの用語は、新約聖書全体を網羅しており、新約聖書の内容全体を包含している、ということです。クリスチャン生活の始まりと関係している真理だけではありません。福音は回心に関する真理や教理に限られてはいません。また、狭い意味の救い――クリスチャンになる初期の段階――に限られてもいません。福音はその遙か先まで及びます。繰り返すと、福音は新約聖書の内容全体を含みます。エペソ書やコロサイ書のような深遠な書に記されていることも、ローマ書に記されていることと同じように福音です――ローマ書はおそらくエペソ書やコロサイ書と比べて深遠さという点で決して引けを取りませんが、その書の主な内容はクリスチャン生活の始まりと関係があるとしばしば見なされています。


  そうです、「良い知らせ」というこの用語は、クリスチャン生活の始まりから終わりに至るまで、その基盤全体を網羅しているのです。それには広大な多くの面にわたる内容があり、クリスチャン生活のあらゆる面や段階、神に対する人の関係や人に対する神の関係に及びます。良い知らせの中にすべてが含まれています。救われていない人に良い知らせが必要なだけでなく、救われている人にも同じように良い知らせが必要であり、常に良い知らせが必要です。クリスチャンには常に何らかの良い知らせが必要であり、新約聖書はまさにクリスチャンのための良い知らせで満ちています。主の僕たちにも良い知らせが必要です。自分たちの使信や使信の内容として必要であり、自分たちの慰めや支えのために必要です。主の僕たちにはなんと良い知らせが必要でしょう。働く際の励ましとして、また自分たちの労働に伴うあらゆる要求や代価に応じる支えとして、必要なのです！教会は自らの命、成長、力、証しのために、良い知らせを必要とします。ですから、福音はあらゆる所に臨んで、あらゆる段階に及ぶのです。


  さて、以下のページで用いる方法についてです。あなたにお願いします。注意深く私についてきてください。そして、この言葉に基づいて、私が言わんとしていることを理解してください。これから用いる方法を「結論」法と呼ぶことにします。この方法では、新約聖書のどこか任意の箇所の特別な面について示す代わりに、全体の結論を示します。


  説明しましょう。例として、これからしばしの間検討しようとしているローマ書を取り上げます。この手紙が信仰による義認についての壮大な論文であることは、だれでも知っています。しかし、この手紙が示す信仰による義認は、私たちの多くがこれまで把握したこともなければ理解したこともないほど無限に偉大であり、広大な含意や関係があります。このローマ書の内容はすべて、ただ一つの輝かしい結果に帰着します。ですから、この手紙は「福音」という単語を含む文章と共に始まります。「使徒として召され、神の福音のために選び分けられた、イエス・キリストの僕パウロ（中略）この福音は御子に関するものであり」。さて、この文章に続くものはすべて「福音」です――しかし、なんと途方もない福音が記されているのでしょう！これをどうにかして一つの結論にまとめなければなりません。「結局のところ、この素晴らしい手紙を読んで熟考した結果どうなるのでしょう？」と私たちは自問しなければなりません。義認は始まりでも終わりでもないことがわかります。義認は途方もない始まりと途方もない終わりの交差点です。すなわち、義認は永遠の過去と永遠の未来の収束点なのです。これがこの手紙が啓示していることです。


  望みの神


  さて、この特別な光に照らして、これについてもう少し詳しく見ることにしましょう。その結果・結末は何でしょう？その結果はたった一言に要約されます。このように膨大な文書を把握して、それを一語にまとめられるとは、素晴らしいことです。その言葉とは何でしょう？この手紙の最後を見ればわかります。意義深いことに、この言葉は使徒が要約している箇所に出てきます。使徒はこの手紙を執筆して、今まさに終えようとしています。こう記されています。


  
    「今、望みの神があなたたちを信仰によるあらゆる喜びと平安で満たしてくださいますように。それはあなたたちが望みに満ちあふれるためです。」（ローマ十五・十三）
  


  あなたの聖書の欄外が優れたものなら、この語がこの手紙の中に現れる箇所の引照が載っているでしょう。この語は早くも五章四節に現れます。また、八章二四、二五節にも見つかります。さらに、十二章十二節にもあります。それから十五章にも――まず四節に現れ、最後にこの十三節に現れます。「望みの神」。この語に使徒はこの素晴らしい手紙全体を要約しています。ですから、これは望みの神の福音なのです。もっと字義的に言うと、望みの神の「良い知らせ」「良いおとずれ」となります。ですから、この手紙が最初から最後まで目ざしているのは、実際のところ、望みなのです。


  絶望的状況


  さて、きわめて明らかなことですが、望みが意義や意味を持つのは、それに反するものと照らし合わせて見る時だけです――その反対のものが存在するはずです。ですから、この手紙で神が取られた方法は、第一に、この良いおとずれを絶望的状況と対比することでした。それはこの偉大な言葉――この究極的結末、この結論、この結果――を明確に解き放つためです。とてもとても絶望的な状況が示されています。この神の方法をご覧なさい。この状況が二つの文脈で示されています。


  （ａ）遺伝の問題について


  第一に、人類に関して――遺伝の問題全般に関して――絶望的状況が示されています。私たちに馴染み深い五章を見ると、全人類の源がアダムであることがわかります――「一人の人を通して…」（十二節）。全人類の起源、源たるかしらは、まさに最初のアダムです。この章が明らかにしているのはこれです。アダムは不信仰により不従順な行いをし、その結果、神との人の関係は損なわれました。「一人の人の不従順を通して」（一コリント十五・二一、二二）。そしてそれゆえ、この人アダムから出たすべての人が、この一つの不従順な行いとその結果――おもに人と神との関係の断絶――に巻き込まれてしまったのです。


  しかし、それだけではありません。この行いの影響により、直ちに次の結果が生じました。すなわち、人の性質が不信仰で不従順なものになってしまったのです。人が犯したのはたんなる一つの行為ではなく、少しの間だけそれに陥ってしまったものでもありませんでした。何かが人から出て行って、何か別のものが人の中に入り込みました。そして、人はその生来の性質が不従順で不信仰な被造物になってしまったのです。人はそのように行動しただけでなく、そうなってしまったのです。その瞬間から、人はその性質自体が不信仰なものになりました。人の性質は不従順です。これが人の存在中にあります。そして、すべての人がこれを受け継いでいます。


  これは矯正できないものであることがわかります。たとえあなたがある種の存在になったとしても、ある要素に欠けているなら、それを矯正することはできません。存在しないものは矯正しようがないからです。信じることを神から賜らないかぎり、だれも信じることはできません。信仰は「私たち自身から出たものではなく、神の賜物です」（エペソ二・八）。神が自分の内に力強く働いて、従順な性質あるいは気質の者としてくださらないかぎり、だれも神に対して従順になれません。存在しないものは矯正しようがありません。ですから、状況はきわめて絶望的ではないでしょうか？何かがなくなり、それとは反対の別の何かが入り込んで、自分の地位につきました。これがこの箇所が示している人類の状況です。私たちはこれに捕らわれているのです。


  他の領域や人生の別の方面においても、遺伝はきわめて絶望的なものです。もちろん、あなたはこれに同意されるでしょう。私たちはしばしば、言い訳をするために、「遺伝のせいで駄目なのです」という論理を展開します。私たちは言います、「自分はこういう人なのです。私にこれをさせようとしても無駄です――私はそのように生まれついていないのですから」。これは、「自分はこういう人なのでどうやっても駄目です」と言うのとまさに同じです。この機会を利用して次のことを強調させてください。神が求めておられるものを自分自身の内に見いだそうとしても、全く望みはありません。自分自身を消耗させて、ついには、神が据え、提示し、確立されたこの立場に至るでしょう――その立場とは絶望です！もしあなたが天然の自分とは違う種類の人になろうとしてもがいており、遺伝によって受け継いだものを克服しようとしているのなら――あなたは絶望する運命にあります。しかし、この基本的学課を学んだことのないクリスチャンがなんと多いことでしょう！遺伝のせいで全人類が絶望的状況にあります。これにさらに注目する必要があるなら、神を信じることや、神を信じる信仰を持つことを巡る衝突や戦いについて、考えてみさえすればいいでしょう。あなたを信仰に導くものは御霊の深い働き、あなたの内におられる神の深い働きであることはご存じでしょう。最初信じる時だけでなく、信仰が増し加わるためにも、それが必要です。「容易にからみつく罪」――不信仰――が続くからです。もちろん、これは従うことができないせいです。私たちは生まれつき不具者であり、生まれた時から遺伝のせいでこの問題によって破滅する運命にあるのです。


  （ｂ）宗教的伝統の問題について


  次に、主はこの問題を別の領域に適用されました。この「望み」という言葉と対比的なこの背景、この暗い背景を理解してくださるよう希望します。神の御霊は使徒を通してこの問題を、ユダヤ人を例にとって、宗教的伝統の領域に適用されました。ユダヤ人の受け継いだものはみな、アブラハムとモーセに由来します。アブラハムとその信仰について、使徒はなんと多くのことを述べていることでしょう――「アブラハムは信じました」――それから、モーセについて、また与えられた律法について、なんと多くのことを述べていることでしょう。ここには注目すべき途方もない意義や重要性があります。なぜなら、神はユダヤ人の国を主権をもって選ばれましたが、その目的である特別な役割をここに見ることができるからです。このようなことをあなたはかつて考えたことがあったでしょうか？ユダヤ人の国、彼らの過去、現在、未来について言えることはたくさんありますが、ここで明確にされているのは、神の主権によって定められた彼らの役割です。証しに関するかぎり、すなわち、ユダヤ人の歴史が証しするところに関するかぎり、昔も今も、これがユダヤ人の役割です。それはたった一つのことを示すことです。たとえ偉大な父祖（a grand father）がいたとしても――私は祖父（a grandfather）のことを言っているのではありません！――また最高の宗教的伝統があったとしても、そうしたものをあなたが性格的に受け継ぐことは決してありません。すなわち、そうしたものをあなたが性質的に受け継ぐことはないのです。


  アブラハムはなんという父祖だったことでしょう！「我らの父祖アブラハム」にはなんと多くの意味があることでしょう！アブラハムは信仰と従順のなんと素晴らしい例でしょう！ユダヤ人はみなアブラハムの子孫でした。一国民として、ユダヤ人はアブラハムから出ました。その道徳的、倫理的、宗教的水準について見ると、ユダヤ人の宗教組織はなんという組織だったことでしょう。これをこれ以上良くしたこの世の宗教はありません。モーセを通して与えられたユダヤ宗教の宗教的戒律はなんと壮大な体系だったことでしょう！――律法には十戒だけでなく他のあらゆる教えもあって、人間生活のあらゆる面を網羅していたのです。ユダヤ人はそれによって育てられました。それにもかかわらず、ユダヤ人から何がわかるでしょう？ユダヤ人の中にアブラハムの信仰は見あたりません。また、彼らの中に、彼らの性質の中に、この偉大な体系の反映も見あたりません。この民はアブラハムのような父祖を持ち、モーセ体系の託宣をすべて受け継いだにもかかわらず、アブラハムやモーセに見られるものを彼らの性質の中に全く欠いていたのです。この民は依然としてどんな特徴を帯びているでしょう？アブラハムにもかかわらず不信仰という特徴を帯びており、モーセにもかかわらず不従順という特徴を帯びているのです！これ以上に絶望的なことがありえるでしょうか？


  「良い父親と良い母親に恵まれるなら、大いに安泰です」と考える人もいます。しかし、人の性質はこのような考えを裏付けません。敬虔な父祖に恵まれることには長所もいくつかあるかもしれません――何がしかの長所があるかもしれません。しかしそれは、「自分自身が信仰を持つ際、困難、戦い、苦難をすべて免れることができる」ということを、最終的に保証するものではありません。実のところ、両親は神にささげきっていて、たいそう敬虔で信心深かったとしても、子供たちは最悪の背教者かもしれないのです。これは奇妙なことではないでしょうか？信仰と従順という気質は血の中にはありません。最上の部類の宗教的伝統といえども、私たちの性質を変えません。宗教的伝統は何世代も遡るものかもしれませんが――私たちの性質を変えません。たとえ両親がどんなに良かったとしても、私たちの性質は依然として不信仰であり不従順です。あなたは愛する子供のために最初から、その子がごく小さな赤ん坊の時から祈ってきたかもしれません。その子の前で神のために生きようとしてきたかもしれません。しかし、それにもかかわらず、その子の内には自己意志、不従順、他のあらゆるものがあるのです。


  絶望的状況における望み


  この状況はなんと絶望的でしょう！しかし、この方法によって、主は望みと称されているこの途方もないもののための舞台を据えられるのです。そこで、この卓越した解決に来ることにします。今はこの言葉を注意深く用いることにします。なぜなら、ここには何かとても大きなものがあるからです。これは巨大な山、遺伝という山です。しかし、この山全体を凌駕して超越するものがあります。この生来の状況が陥っている絶望や失望をすべて克服する解決があります。それこそ「福音」と称されているものです。ああ、これは良い知らせにちがいありません！まさに、このゆえにこれは「良い知らせ！」と称されているのです！良い知らせです！それは何でしょう？このきわめて絶望的な状況の中にも望みがあるのです。


  永遠の過去における福音


  さて、この手紙全体を再び見ると、この福音の良い知らせ、良いおとずれは主イエスの十字架のみではないことがわかります――十字架はその焦点ではありますがそうなのです。これについて直ちに見ることにします。良い知らせ、福音は、主イエスの十字架よりも遥かに大きなものであることがわかります！それは何でしょう？「御子である私たちの主イエス・キリストに関する神の良きおとずれ」です。十字架はイエス・キリストご自身の意義の一部にすぎません。


  では、この手紙の役割は何でしょう？この手紙は私たちをまさに神の御子の永遠性の中に導きます。これを理解すると素晴らしいです。もしこの福音があなたを救わないなら、何があなたを救えるのか私にはわかりません。ここで私たちはまさに御子の永遠の過去に導かれます。「神はあらかじめ知っておられた者たちを、御子のかたちに同形化しようとあらかじめ定められました」（ローマ八・二九）。神は人を創造する前から、御子、この最高の模範を目標としておられたにちがいありません。永遠の、時の前から、御子は模範でした。贖い、贖罪、十字架の必要が生じる前から、御子は人のための神の永遠の模範でした。よく聞いてください、これは大いに積極的で確実なことです。「確実な」というのは時制のことであって、一度かぎり永遠の行いだったのです。「神はあらかじめ知っておられた者たちを、あらかじめ定められました」。これは時の前になされたことでした。そこから福音は始まります。


  そうです、永遠の御子は神の永遠の模範であることがわかります。次に、主権的贖いの永遠性・永久性がわかります。主権的贖いはその中に含まれます。「神はあらかじめ定め、召し、義とし、栄化されました」。さて、この残りの三つは後に続くものではありません。それらはみな同じ時に属します――つまり時間ではなく永遠に属します。この御言葉が述べているのは、「神はあらかじめ知っておられた者たちをあらかじめ定め、それから時の流れの中で、召し、義とし、栄化された」ということではありません。この見解を取るなら、自分に何が約束されているのかがわかります。私たちの大半は召され、義とされましたが、まだ栄化されていません。しかし、「神は栄化された」と御言葉は述べています。この御言葉の時制は「一度かぎり永遠に」を意味するアオリストです。


  ですから、これは次のことを意味するにちがいありません。すなわち、神が永遠の模範たる主イエスにまつわるこの計画に着手された時、神はその主権的御旨・意図をすべて完了されたのです。その時、それはすべて完成されたのですが、陶器が砕かれたのは時間の中の出来事でした。この陶器が陶器師の手で砕かれたのは恐るべき出来事、恐るべき悲劇でした。しかし、それにもかかわらず、それは時間の中の出来事でした。神の計画は時間の中で生じたあらゆる出来事を超越しています。親愛なる友よ、主がこの贖いの計画全体を立案されたのは、緊急の行動を要する何らかの事態が生じて、その状況をその場で解決しようとされたからではありません。主はすでにその問題をすべて予期しておられ、その偶発事件に対応すべく万事を御手の中におさめておられたのです。小羊は「世の基が据えられる前からほふられて」いました（黙示録十三・八）。十字架は時の彼方まで遡ります。あらゆる罪、堕落、最初のアダムの前まで遡ります――永遠の時の前の永遠の御子にまで遡ります。「世の基が据えられる前からほふられていた小羊」――十字架はそこまで遡ります。


  なんと大きな望みがここにあるのでしょう！もしそれが本当なら、もしそれを把握できるなら、これは良い知らせではないでしょうか？状況は私たちのゆえに全く絶望的ですが、神は御子のすべてをもって私たちの絶望に応じてくださいます。神は問題が生じたから実験しておられるのではありません――「このために何らかの治療法を見つけなければなりません。この緊急事態に応じられるかどうか調べるために、何か実験できる方法を見つけなければなりません。人は病気になってしまいました。治療法を求めてあたりを探さなければなりません」ということではありません。そうです、神は御子によって、永遠の過去からすでにこの問題を射程に入れておられたのであり、永遠からこの問題を解決しておられたのです。これは「御子に関する」神の福音、良い知らせです。これは多くの知的問題を生じさせるかもしれませんが、これがこの書が述べていることです。アダムが堕落したからといって、望みは廃れないことがわかります。望みは人の罪の彼方まで遡るのです。


  「では十字架についてはどうなのでしょう？」とあなたは尋ねるかもしれません。受肉と十字架は、永遠の過去に確立されたものを有効化するにすぎません――つまり、御子に関する神のこの偉大な御旨、意図、計画を、実際的な形で永遠の過去から時の中に移して、絶望的に困窮している状態にある人のために有効化するにすぎないのです。十字架は、人の罪や失敗という谷間から神の永遠の御計画の高みにまで引き上げて、最終的には時間の中で起きたことに永遠に影響されない平坦な道を回復する手段なのです。これは途方もなく良い知らせではないでしょうか？十字架は信仰を働かせる契機になります。この信仰により、すべてを超越するのです――もちろん、十字架は私たちの信仰のために基礎を据えます――信仰が十字架に関して働く時、何が起きるのでしょう？私たちはキリストに導かれるのです。三年半のイエスや三十年のイエスに導かれるのではなく、人に関する神の永遠の御思いを代表しておられるキリストに導かれるのです。信仰は私たちをこれに導きます。これが良い知らせ、「御子に関する良い知らせ」です。これが福音、「望みの神」の良い知らせです。


  望みは時の外側にある神の永遠の備えに基づくことがわかります。これは拠って立つべき大いに安全な岩です！そうです、望みはキリストの子たる身分という永遠の岩に基づくのであって、不慮の出来事に対応するための後付けの考えや対策に基づくものではありません。望みは時の外に基づいており、錨を下ろしています。使徒はヘブル人に書き送る時、一つの絵図、比喩を用いています。「この望みは私たちの魂の錨であり、確かな不動の望みであって、幕の内側に入って行くものです」（ヘブル六・十八、十九）。あなたを時の外側、今の生活の外側に連れ出して、永遠にあなたをそこにつなぎとめる錨となるのです。十字架はなんと偉大なのでしょう！ローマ六章のこのメッセージはなんと偉大なのでしょう！私たちをモーセ、アブラハム、アダムの前に連れ戻します。私たちをアダムの罪と失敗、そして全人類の絶望的状況よりも過去に連れ戻します。十字架は、私たちをそれらすべての前に連れ戻して、永遠の過去の中で私たちを神の御旨と結びつけます。十字架はそれを保証します。他方、十字架は来たるべき永遠にも至ります。十字架は言います、「神はあらかじめ知っておられた者たちを（中略）栄化されました」（ローマ八・二九、三〇）と。十字架は来たるべき永遠の栄光を保証します。十字架はなんと偉大なのでしょう！


  ですから、望みは十字架の巨大さに基づきます。キリストは十字架の道を行き、最後のアダムとなり、私たちのために罪となって、それをすべて担い、今や神によって復活させられて、神の右に座しておられます。ですから、「キリストにある」私たちは再び堕落するおそれのない所にいます。望みはこの事実に基づきます。私は常々思うのですが、これは福音の最も幸いな要素の一つです――すなわち、この道・十字架の道を歩んで今や天におられるイエスは、「このアダムは決して失敗しない」と仰るのです。もう二度と堕落することはありません。この遺伝は、彼とつながっているので、大丈夫であり、安全です。これ以上この種の堕落に巻き込まれる恐れはありません。その恐れは全くありません。確かに、望みの神のこの福音は素晴らしい望みです！


  絶望というこの暗い光景がなんと鮮やかに描かれているのか、おわかりになったでしょうか？私は概要を与えたにすぎませんが、詳細はご自分で見てください――異邦人とユダヤ人の恐るべき光景がこの書の最初の数章に描かれており、両者の絶望的状況が描かれています。そうです、まさに絶望です――次に、描写されたいっさいの光景を上回る望みがあります！このいっさいの暗い光景にもかかわらず、望みの良い知らせはそれをすべて超越します。なぜなら、神はこうしたいっさいの状況が生じる前から計画を立てておられたのであり、その計画を神は遂行し、御子イエス・キリストの十字架によって実証されたからです。望みはこの事実に基づきます。主イエスの十字架に関して信仰を働かせた時、自然の行程を逆転させる何かが自分の内に始まったことを、あなたも私も自覚しているのではないでしょうか？今や信仰は成長・発展を遂げつつあります。私たちは信仰の道を学びつつあり、ますます神に信頼できるようにされつつあります。すべてが変わりました。今や従順になることができます。


  また、別の命、別の性質、別の力が私たちの内側にあって、望みを生み出します。絶望しているクリスチャン、望み無きクリスチャン、神の主要な性格であるこの偉大なもの――望み――を帯びていないクリスチャンは、クリスチャン信仰と矛盾しています。神は「望みの神」です。私たちは望みに満たされ、「望みの中で喜びます」。神はこれを実際化してくださいます。「艱難の中で忍耐」していても、「望みの中で喜ぶ」ことができるのです（ローマ十二・十二）。


  



  第２章 コリント人への手紙


  さて、コリント人への手紙に移り、再び同じ方法にしたがって、この二つの手紙の内容全体を要約する御言葉を探すことにします。この二つの手紙の詳細と内容――その分量はかなり多いですが――をすべて踏まえた上で、こう問うことにします。「この手紙の結果は何でしょう？私たちに残される結果とは何でしょう？」。ここでも再び、それは福音にほかならないことがわかります――このような述べ方を許してください――福音を別の角度、別の観点から見る問題にすぎないのです。


  この「福音」という言葉は、原文では「良いおとずれ」となっていますが、この二つの手紙の中に二十二回以上現れます。これを知って驚くかもしれません。ですから、私たちは小さな断片を取り上げて、それを誇張しているわけではありません。この結論を裏付ける何らかのしっかりした根拠が必要ですが、このように限られた紙面の中にこの一つの特別な言葉が二十二回も現れることはかなり確かな根拠だと思います。これらの手紙の内容は、やはり福音であるにちがいありません。これらの手紙を読むと、その多くの内容はとてもそうは思われないかもしれません――とてもひどく見えます。しかし、私たちが求めているのは、その結果なのです。


  この二つの手紙の要約


  この二つの手紙を要約する一つのとても馴染み深い御言葉があります。この御言葉は、もちろん、第二の手紙の最後にあります。


  
    「主イエス・キリストの恵み、父なる神の愛、聖霊の交わりが、あなたたち一同と共にありますように。」（二コリント十三・十四）
  


  この御言葉は「祝祷」「祝福」と呼ばれることもあります。これはもちろん、人がこの御言葉につけた名前です。しかし、この御言葉は一連の議論のたんなるおまけではありません――終えるための常套句や妙案ではありませんでした。今ではこの御言葉は通常、集会を締めくくるある種の祝祷や頌栄として用いられていますが、パウロはそのような用い方をしませんでした。祝福の意味もあるとは思いますが、たんなる字面よりも遥かに深い内容を見なければなりません。確かにこれは祈りでした。使徒が書いたこの二つの手紙全体を要約する祈りだったのです。多くの内容をたった数語にまとめるパウロの方法は素晴らしいです。この方法により、パウロはこの二つの手紙に記したことをみな、このようにまとめたのです。


  要約の順序


  おそらく、この三つの句の順序に注意することが重要でしょう。主イエスの恵み、神の愛、聖霊の交流・交わりです。これは神のパースンの順番ではありません。もし神のパースンの順番だったなら、「神の愛、主イエスの恵み、聖霊の交わり」というように変えなければならなかったでしょう。しかし、神を正そうとする必要はありません――神の御言葉や聖霊の順序を直そうとする必要はありません。これは神のパースンの順番ではありません。神の行程の順番なのです。この道に沿って神は進み、御旨を達成されるのです。これこそまさにこの二つの手紙の要約です。全行程にわたって、神は目標に向かって進んでおられます。そして、このパウロの祈りはこの原則、順番、神の動きにしたがったものなのです。


  さて、御言葉そのものに迫って、この福音――この二つの手紙が示す「良いおとずれ」――が果たして多少なりともこの三つの句に要約されるのかどうかを見ることにします。


  主イエスの恵み


  主イエスの恵みとは何だったのでしょう？この第二の手紙の八章九節を振り返るとわかります。


  
    「あなたたちは私たちの主イエス・キリストの恵みを知っています。この方は富んでおられましたが、あなたたちのために貧しくなられました。それは、あなたたちが彼の貧しさを通して富むようになるためでした。」
  


  この御言葉にはごく単純な三つの要素があります。主イエスは何かを行われました――貧しくなられたのです。主がなさったことは自発的でした――なぜなら、恵みは常に必ず、まさに最初から、この特徴を帯びるからです。全く自発的なものなのです。強制されたわけでも、要求されたわけでもなく、何の義務でもありません。全くの自由です。私たちの主の恵みは、第一に自発的な行いを意味します。ごく簡単に言うとこれが恵みですが、これは核心を突いています。ですから、これが主のなさったことです――主は貧しくなられたのです。次にその動機、主がそうなさった理由です。「それは、私たちが彼の貧しさを通して富むようになるためでした」。


  これは単純でとても美しい恵みの分析であり、全体像であると思います。主は貧しくなられました――強制されずにそうなさったのです――そして、そうされた動機は私たちが富むようになるためだったのです。


  さて、この箇所からわかるように、主イエスの人格は他のどの人とも全く徹底的に、完全かつ決定的に異なっています。主イエスの性質は、私たちが知る人の性質と正反対です。人の性質は、私たちの知るところでは、がめつくて、富むためなら何でもします。自分が富むためなら、他のどんな人からもむしり取ることをよしとします。これは必ずしも拳銃を持って人々の頭に押しつけることではありません。他の人を犠牲にして利益を得る方法は他にも色々あります。実際のところ、人に「気前よさ」はありません。これを私たちは知っています。しかし、主イエスはそれとは大いに異なっておられます。キリストは全く異なっておられます――全く異なる性質を持っておられるのです。


  さて、コリント人への第一の手紙は全く自己の原則でいっぱいです。あなたは多かれ少なかれこの二つの手紙に親しんでおられるでしょう。一ページずつ、一節ずつ、案内していくことはできません。しかし、精読した結果を与えることにします。その気があれば、あなたはそれを自分で確かめることができます。繰り返すと、このコリント人への第一の手紙はまさに自己の原則でいっぱいです――自分の権利を守るために法に訴える自己弁護や、自己追求、自尊心、自己憐憫に満ちています――主の食卓でさえそうでした――自信、自己充足、虚栄、自己愛、自己主張、他のあらゆるものでいっぱいです。こうしたものがこの第一の手紙に見られますし、もっと多くのものも見られます。「私」――巨大なとてつもない「私」がこのコリント人への第一の手紙全体の上にそびえ立っています。これはクリスチャンの間に姿を現す性質であり、昔ながらの性質です。「主イエスの恵み」に反するものがすべてこの手紙によって明るみに出されます。主イエスは、この手紙に見られる状況と、強い、明確な、恐るべき対比をなしておられます。


  前章で示そうとしたことですが、良いおとずれの栄光を望みの神の良いおとずれとして啓示するために神が取られた方法は、人の実際の性質の絶望的状況――それは当時も今も同じです――の絵図を描写することでした。さて、この神の目的を達成するために聖霊がなさったのは、クリスチャンの過ち、弱さ、罪、恐るべき罪を隠蔽することではありませんでした。神の恵みは、それと対照的な背景によって際立ちます。ですから、「ああ、この手紙が書かれたのはなんと哀れなことでしょう！なんとクリスチャンを暴露して、さらけだすものでしょう！こんなことを述べなければならないとは、なんと哀れなことでしょう――どうして隠しておかないのですか？」と感じるかもしれませんが――ああ、そのような状況によって、良いおとずれの真価が明らかになるのです。


  この二つの手紙は祝福の良い知らせであることがわかります。この手紙のまさに冒頭にこの良いおとずれが見つかります。神はこの民のことを何でもご存じです。神は尋ねだそうとしておられるのではありません――神は最悪の状況をご存じです。親愛なる友よ、主はあなたや私の最悪の状況をご存じであり、それをすべてご存じです。しかも、それはどれも哀れなものなのです！さて、神はこのコリント人たちについてすべてご存じでした。それにもかかわらず、神の御手の下で、使徒はペンを取ってどう書き始めたでしょう？「コリントにある教会へ」に続いて、「キリスト・イエスにあって聖別され、召された聖徒たちへ」と書いたのです。さて、これは見せかけでしょうか？誤魔化しでしょうか？覆いをかぶせて、民にお世辞を言っているのでしょうか？決してそうではありません！繰り返しますが、神はすべてをご存じだったにもかかわらず、「キリスト・イエスにあって聖別され（中略）聖徒たち」と仰せられたのです。


  「ああ、私にはさっぱり理解できません！」と仰るのでしょうか？ああ、しかし、これこそ主の恵みの栄光なのです。なぜなら、このような人々を聖徒と呼ぶことの中に、主イエスの恵みが現れているからです。さて、あなたならこのような人々を聖徒とは呼ばないでしょう。この言葉を、全く違う種類の人々のために取っておくでしょう。私たちは「ああ、彼は聖徒です」と言いますが――これはその人を救われていない人から区別する言葉ではなく、善良な人々の間で抜きんでていることを示す言葉です。さて、神はこのコリントの人々のところにやって来られました。神はこの暗黒の物語をご存じだったにもかかわらず、彼らを「聖徒たち」と呼び、さらに、「聖徒たち」と同じ意味を持つ「キリスト・イエスにあって聖別され」という言葉を語られました。この言葉は「分離されたこと」を意味します――キリスト・イエスにあって分離されたのです。まさに最初の項目は、主イエスの恵みがそこに私たちを置く地位であることがわかります。それは地位上の恵みです。キリストにあるなら、たとえ私たちがこのような嘆かわしい状況にあったとしても、神がご覧になるのはキリスト・イエスにある私たちであって、私たち自身ではないのです。これが良いおとずれであり、福音です。主イエスの恵みの素晴らしさよ！私たちはキリスト・イエスにあって分離・聖別された者として、神から見られています。ここから私たちに対する神の働きが始まります。主イエスご自身がすべて私たちのものとなる地位に、神は御子にあって私たちを置いてくださるのです。


  さて、この手紙を分解することができます。「キリスト・イエスは、私たちに至る神からの知恵、すなわち、義と聖別と贖いとなられました」（一コリント一・三〇）。彼は私たちに至る義と聖別と贖いとなられました。残念ながら、クリスチャンの中には地位上の恵みを重視しすぎるのを恐れる人もいます。地位上の恵みを重視しすぎるなら、自分のクリスチャン生活から何かがなくなってしまう、と彼らは思っているのです。というのは、実際の状態に関して聖別される必要性を、彼らは大いに強調しているからです。彼らは内省に陥り、自分の状態というこの問題に没頭して、この問題を対処しようとするあまり、キリストにあって恵みにより与えられた自分の地位から来る喜びをすっかり失っています。


  この問題についてはバランスを保つ必要があります。そもそもの始まりは、主イエスの恵みが私たちに臨むことです――たとえ私たちがコリント人のようだったとしても――主イエスの恵みは「キリスト・イエスにあって聖別された」聖徒としての地位に私たちを置きます。そして、私たちのことを聖徒と見なしてくれるのです。これを描写することはできません。恵みは私たちの表現力を全く超えています。しかし、そこに主イエスの恵みの素晴らしさがあるのです。実を言うと、キリスト・イエスにある者となった後でも、また長年キリストにあって過ごしてきた後でも、実際のところ私たちが見いだすことといえば、「自分はなんと酷い被造物なのだろう」ということです。キリストにある時間が長ければ長いほど、ますます自分が酷くなっていくように見えるのではないかと思います。ですから、もしキリスト・イエスにあるなら、自分自身がどうなのかに意味はありません。私たちの地位は、私たちが実際的に文字どおりまさしく完全であることにはよりません。まず第一に、この良いおとずれは、キリストにあってついている私たちの地位と関係があるのです。


  ああ、しかし、それで終わりではありません。これからはいかなる種類の影も生じませんし、生じてはなりません。神に感謝します、この良いおとずれはこれさえも超えるものなのです。主イエスの恵みは状況を変えることができます――私たちの立場を新たな状況にすることができます。これが主イエスの恵みです。今や、私たちの実際の状態を私たちの地位にふさわしいものにすることができるのです。恵みにより、私たちは功績がなくても受け入れてもらえる地位に置かれます。それだけではありません、恵みは働く力であって、私たちを自分の置かれた地位にふさわしい者にしてくれるのです。恵みには多くの面があります。恵みにより私たちは受け入れてもらえますが、恵みは作用する力でもあるのです。「わたしの恵みはあなたに対して十分です」（二コリント十二・九）。これこそ必要とされている、力ある大能の御言葉です。私たちの主イエスの恵みはまさに良い知らせです――クリスチャン全員に対する良い知らせなのです。


  神の愛


  「主イエスの恵み」の後は「神の愛」です。神がどのように目標に向かって進んでおられるのかを見てください。さて、コリント人への第一の手紙が主イエスの恵みで満ちているように、第二の手紙は神の愛で満ちています。これは神の愛と、その力強い勝利と、その大能の力についての素晴らしい手紙です。神の愛は、神が御力を示される今日の方法です。もしこれでだめなら、他の何ものをもってしてもだめです。この経綸で神がなさっていることは、それを神は愛によってなさっているのです。これをはっきりさせましょう。裁きによるのではなく、罪定めによるのでもありません。「わたしが来たのは罪に定めるためではなく、救うためです」（ヨハネ十二・四七：三・十七と比較せよ）と主イエスは言われました。そうです、神の愛こそ、この経綸に神が御力を示される方法です。この方法はやがて変わるでしょうが、今は神の愛の日です。


  さて、パウロはすでに、第一の手紙の終わりの方で、神の愛の古典的な定義、分析を与えました――第一コリント十三章です。神の愛の分析として、全聖書中これと肩を並べるものはありません――第一コリント十三章はあなたの愛や私の愛の分析ではありませんし、私たちもそのようなものに興味はありません。「愛は辛抱強く、親切です。また、愛は妬みません。愛は自分の利益を求めず、高ぶらず、不作法をしません」云々。神の愛がここに示されています。これには逆らえないことがわかるでしょう。どんな人もこれに完全にあらがい通すことはできません。「愛は決してしくじりません」――つまり、決して諦めないのです。これが神の愛の性質です。


  さて、これをコリント人への第二の手紙に当てはめて、神の愛の力強い勝利と力を見てください。まず第一に、それが主の僕の内に勝利をもって働いているのを見てください。この手紙をもう一度見てください。パウロは彼の書き物の様々な所で、自分自身の生活で経験した神の恵みの、とても素晴らしくて美しい栄えある啓示について記しています。しかし、その背景を考える時、コリント人への第二の手紙ほど、神の僕による神の愛の勝利をこれほど見事に示しているものは、新約聖書のどこにもないと思います。人なら諦めたり、手を切ったり、絶望したり、激しく怒ったりして、愛以外のどんな振る舞いをしても仕方ない場合もあるかもしれませんが、コリント人たちに対するパウロの立場はまさにそうだったのです。パウロがコリントの状況を諦めて、こう言ったとしても、それはもっともなことだったでしょう。「あなたたちとは絶縁して、手を切ります。あなたたちはどうしようもありません。私があなたたちを愛せば愛すほど、ますますあなたたちは私を憎むのです。いいでしょう、そうし続けなさい。私はあなたたちから去ります」。この第二の手紙を見てください。この人々に対する――こんな人々に対する――愛が流れ出て、溢れ流れています。神の僕による愛、神の愛のなんという勝利でしょう！このようにして神は御旨を達成されるのです。ああ、神が僕である私たちにさらに多くの愛を与えてくださいますように。それは私たちが忍耐して耐え忍び、辛抱し、決して諦めなくなるためです。


  そうです、しかしそれだけではありませんでした。それはまさに始まりにすぎなかったことがわかります――それはこれ以上のことだったと思います――パウロはコリント人たちに強い口調で語り、懇願し、叱責し、諭し、矯正しましたが、それによってコリント人たち自身の内に生じた結果について彼は述べています。パウロがコリント人たちに対して述べた言葉により、彼らは悲しんで悔い改める等のことをしたのです。その甲斐あって、神の愛がこのような人々の間で勝利したのです。ご存じのとおり、そのおかげでパウロはこの第二の手紙の中で、彼らに素晴らしく麗しい事柄を書き送ることができました。パウロがこの第二の手紙にあるような内容を彼らに書き送れたのは、この人々の内に、その態度、気質、精神の内に、何らかの変化があったからにほかなりません。愛の勝利というこの根拠を得たからこそ、パウロは書きえたのです。


  この第二の手紙は務めや証しと関係しています。ですから、「神の征服する愛が自分の性質中に少しもない人でも、務めや証しを持てる」と示唆するようなことは、到底パウロにはありえません。パウロはそのような類の人ではありませんでした。ああ、たとえ宣べ伝えてクリスチャンの働き人になったとしても、自分自身の生活の中に主イエスの恵みを少しも経験していないおそれがあるのです――まさに矛盾です。そのようなことがあまりにも多すぎます。パウロなら決してそんなことを容認しないでしょう。もしパウロが世における務めや証しについて話すとしたら、まずその根拠を要求するでしょう。恵みが少なくともある程度働きを終えていなければならないのです。それはこのような形で神の愛が現れるためです。コリント人たちは今や謙遜になりました。パウロは言います、「ああ、なんと敬虔な悲しみでしょう！なんと敬虔な悔い改めでしょう！」。「私」はどこにあるのでしょう？自己はどこにあるのでしょう？何かが砕かれてなくなりました。今や、主イエスの恵みから出た何かがあって、自己を空しくし、自己の命を否んでいます。そうです、コリント人たちは今や低くなって、砕かれています。これがこのような人々における神の愛の勝利です。


  これこそ福音、良いおとずれです！これは良いおとずれではないでしょうか？福音とは罪人を救い主にもたらすだけのものではありません。福音とはこれです――福音、良いおとずれとは次のことです。すなわち、この人々、コリント人のようなクリスチャンでも、神の愛によってこのように変われるのです。これは良いおとずれです！これに続いて勝利の栄光が臨みます。私たちが大いに愛している御言葉はこう述べています、「神に感謝します。神は常にキリストにあって私たちを勝利の中で導いてくださいます」（二コリント二・十四）。この凱旋行進は敵に対するキリストの勝利を祝うためです。これは恵みと愛の凱旋行進です。これは別人のパウロではないでしょうか――第一の手紙とは違うパウロです。パウロは今や帆に風を受けて、風の前を駆けます。彼は勝利の中にあります。キリストによる勝利の凱旋行進、勝利の絶えざる祝祭の内容を彼は語り尽くします。何がパウロを変えたのでしょう？それは彼らの内に起きた変化です！そうです、パウロは常にそうでした。彼の生活はクリスチャンたちの状況と密接につながっていたのです。「あなたたちが堅く立っているなら、今、私は生きます」（一テサロニケ三・八）。「これは私にとっていのちなのです」。


  「そして神の愛」。「『光が暗闇の中から輝き出よ』と言われた神は（中略）私たちの心を照らして、イエス・キリストの御顔にある神の栄光を知る知識の光を与えてくださいました。しかし、私たちはこの宝を土の器の中に持っています。それは、その力の卓越した偉大さが神からのものであって私たちからではなく」（二コリント四・六、七）。「私たちは哀れな被造物です、コリント人たちよ。私もあなたもです。しかし、神は私たちの心の中を照らしてくださいました。私たちの心の中に何かがなされました。神の愛が中に入って来たのです。私たち自身はもろい器ですが、この愛が輝き出ます――神の愛の栄光が輝き出るのです」。


  聖霊の交わり


  「聖霊の交流（交わり）」。コリント人ほど交わりの意義を知る必要のある人々がかつていたでしょうか？パウロは大変な急所に触れたのではないでしょうか？交わりですって？彼は記しました、「あなたたちはめいめい、『私はパウロにつく。私はアポロにつく、私はケパにつく。私はキリストにつく』と言っています」（一コリント一・十二）。ここに何の交わりがあるでしょう、何の交流があるでしょう？ありません。もしあなたが肉にとどまるなら、そこには何の交わりもなく、何の交流もありません。バラバラになって、みな互いに飛び散ってしまいます。コリントの状況がそうでした。神は何を求めておられるのでしょう？信者同士の交わり、交流です。そして、それは聖霊の交流、交わりでなければなりません。すなわち、聖霊によって構成され、確立され、豊かにされる交わりでなければならないのです。一つ（oneness）――これが「主イエスの恵みと神の愛」の結果です。


  これは聖霊の最も深い働きであることを、はっきりと理解しましょう。パウロは第一の手紙で聖霊について多くのことを述べました。コリント人たちは霊の賜物を大いに重んじていました。霊の賜物が彼らを魅了していたのです。彼らは業を行う力、しるしや不思議などを行う力に夢中でした。そうしたものが彼らの大のお気に入りだったのです。こうした御霊の賜物や、さらに多くの外面的なものにすぎないものが、彼らの心に大きな満足を与えていたのです。


  しかし、聖霊の至高の御旨と最も深い働きに来るとき、それは信者の一つにあることがわかります。一つを生み出すには聖霊の最も深い働きが必要です。私たちには依然として古い性質があるからです。たとえクリスチャンだったとしても、依然としてコリント的クリスチャンであるおそれがあるのです。「私」や何らかの形の自己の命が依然として潜んでいます――それは常に隠れた隅にあるとはかぎりません。そのようなものがある場合、たった二人の信者を不可分に結び合わせることですら、聖霊の大能の働きが必要です。ましてや、そのように教会全体を結び合わせることは、途方もないことなのです。


  聖霊の交流、交わりはこれ以外の何ものでもありません。そのような何かがコリントに生じたように思われます。ああ、この二つの手紙の違い、これは不思議中の不思議です！そうです。これが起きたのです。それは性質を征服する内なる勝利であり、現実に進展しつつあります。それは聖霊の交流です。第一の手紙を書き始めた時、パウロは言いました、「あなたたちは私、私、私と言っていますが、赤ん坊なのではないでしょうか？あなたたちは乳で養ってもらわなければならないのですか？」（一コリント三・一～四）。赤ん坊は壊したり喧嘩してばかりです。それがコリント人でした。しかし、彼らは「主イエスの恵みと神の愛」により、赤ん坊の段階を通り過ぎました。状況は変わりました。彼らは成長したのです。


  私たちを霊的にこのように成長させるには、聖霊が必要です。私たちの霊性の度量は、私たちの相互の愛や交わりの度量によって、直ちにはっきりとわかります。結局のところ、争ってばかりいるなら、私たちは霊的に幼い民なのです。喧嘩せずに他の大人とやっていくには、大人にならなければなりません。「聖霊の交わり」へと導く「主イエスの恵みと神の愛」が必要なのです。


  次に、聖霊の交わりは本質的には団体的です。おそらく、「聖霊の交流」とは聖霊と自分、自分と聖霊の交流を意味する、とあなたは思ってきたかもしれません。決してそういう意味ではありません。おそらく、パウロは穏やかに昔の状況に対抗し、昔の状態に触れていたのでしょう。「あなたたちコリント人に何よりも欠けているのは交わりでした。かつては何の交わりもありませんでした。今、あなたたちは主イエスの恵みと神の愛の道を辿っています。『聖霊の交わり』があなたたちの間にあります」。これがこの句の意味です。それは団体的であり、聖霊の力強い働きです。私たちの二人以上の人の内にこれがなければなりません。さて、あなたたちはもちろん、「他の人の内にこれがなければなりません！」と思っておられるでしょう。そうではありません、それはただ他の人の内になければならないだけでなく、私たちの二人以上の人の内にもなければなりません。あなたと私の内になければならないのです――当事者全員の中になければなりません。さて、これが福音です。とても酷い状況にある人々に対する良いおとずれです！なんという良いおとずれでしょう！


  これを述べて締めくくらせてください。嘆かわしい状況を理解してそれを非難しても、決してどうにもなりません――人々を痛めつけ始めて、剣や大ハンマーを振るい、人々を罪定めの下に陥らせても、決してどうにもなりません。そのような方法では決してどうにもなりません。もしパウロがコリント人に対してそのような方法で働きに出ていたら、すべてを破壊し尽くして、それっきりになっていたでしょう。しかし、愛が道を得ました。そして、コリント人は砕かれましたが、それで終わりではありませんでした。そこから何かが、「灰の美しさ」が生じたのです――「主イエスの恵み、神の愛、聖霊の交わり」という原則に基づいて、パウロ自身生きていましたし、働いていたからです。


  あなたも私も良い知らせの民でなければなりません。私たちにはどんな状況にも応じられる良い知らせがあります。コリントのように酷い状況にさえ応じられるのです。これを信じてください！良い知らせです！良い知らせです！神の恵みにより、私たちは何事にもこのような姿勢で臨まなければなりません。絶望してはいけません、諦めてはいけません。そうではなく、良い知らせです！主よ、私たちを福音の民、良いおとずれの民としてください。


  



  第３章 ガラテヤ人への手紙


  さて、ガラテヤ人への手紙に移ることにします。この手紙には実際、今回の考察の基礎となる句があります――それは「私が宣べ伝えている福音」という句です。この句は二章二節にあり、その別の形が一章十一節にあります――その別の形とは「私によって宣べ伝えられている福音」です。すでに述べましたが、パウロの手紙にはこの「福音」という言葉が何度も出てきます。この言葉が彼の手紙中に散りばめられています。このようにこの言葉が何度も出てくるということは、結局、彼が実際のところ何について書いたのかを示しています。同じ事がこのガラテヤ人への短い手紙にも言えます。クリスチャンの全真理が名詞形で「福音」と呼ばれています――この言葉はこの手紙に八回出てきます。次に、その動詞形は英語に正確に訳せない言葉であり、「福音する（to gospel）」とか「良い知らせする（to good news）」という意味なのですが、便宜上、英語では「宣べ伝える（preach）」、「福音を宣べ伝える（preach the gospel）」、「良いおとずれをもたらす（bring good tidings）」等と訳されています。しかし、それは原文では一つの言葉であり――その動詞形がこの手紙に六回出てきます。ですから、このごく短い手紙の中に、この言葉が十四回出てくることになります。


  さて、この手紙が示す状況を再現できたとするなら、あるいはその実際的現実に出くわしたとするなら、何がわかるでしょう？ここに示されている状況が今日どこかに存在していて、その状況が進行中のその場所を訪れたとするなら、私たちは何に出くわすでしょう？三つどもえの凄まじい論争がなされているのに出会うでしょう。一方には、苦々しい心でパウロに激しく反対している一群れの人々がいるでしょう。他方、心底激高しているパウロがいて、その姿は彼のどの書き物や旅行の際にも見られないものでしょう。そして、この二派の間に、この進行中の途方もない戦いの直接的きっかけとなったクリスチャンたちがいるでしょう。局所的な問題や偶発的な問題よりも遥かに大きな数々の問題をはらんでいます。というのは、それは遥か彼方まで及ぶ福音の永続的性質の問題だからです。さて、パウロは戦いの中、「私が宣べ伝えた福音」を再び述べます。それは彼の務めを脅かし、無効化して滅ぼそうとしている人々に対抗するためでした。福音とは一体何でしょう？


  まず第一に、反パウロ派を見てみましょう。彼らの問題は何だったのでしょう？彼らが打ち立てようとしているものは何でしょう？手短に一言で言うと、彼らの目的は昔ながらのユダヤの宗教的伝統を確立することでした。彼らはこの体系を永存させることを熱狂的に支持しました。彼らは論じました、「この体系は直接神から来たものであり、直接神から来たものは変わることも、脇にやられることもありません。この体制は古い伝統に支えられています。この体制は何世紀にもわたって広く行き渡り、存続してきたものです。ですから、真新しいパウロの教えとは違います。代々の昔にこれは確立されたのです」。彼らはさらに続けるでしょう、「イエスはモーセの律法を廃止されませんでした。『モーセの律法は廃棄された』とは何も言われませんでした」。このような議論や、さらに多くの他の議論があったでしょう。「ユダヤ教、モーセの律法はクリスチャンに課せられた義務である」というのが彼らの立場でした。「もしお望みならクリスチャンになりなさい。しかし、あなたは自分のクリスチャン信仰にモーセの律法を付け加えなければなりません。そして、この伝統やこの体系の『あなたは……しなければならない』、『あなたは……してはならない』というすべての戒めに服さなければなりません。ユダヤ教やモーセの伝統の諸々の教えや実行に順応しなければなりません」。手短に言うと、これが彼らの立場でした。


  他方、パウロがいます。パウロはモーセを知らないわけでも、ユダヤ教の組織を知らないわけでもありません。そういったものの中に彼は生まれ、それによって育てられ、訓練され、徹底的に教えを受けたのです。それにもかかわらず、ここに見られるパウロの姿は、モーセやユダヤ教の立場とは真っ向から大いに対立しています。彼は論じます、「たしかに律法は神によって与えられましたが、神が律法をお与えになったのは人の弱さを明らかにするためにすぎません。律法の真価、真の効力とは、人がどのような者かを示すことです――つまり、人が律法を守るのは不可能であることを示すことなのです。神の要求を前にするとき、人はなんと絶望的でしょう！『あなたは……しなければならない』、「あなたは……してはならない』というこの戒めの体系全体を前にするとき、人はなんと絶望的でしょう！キリストは律法を廃止されませんでしたが、それを脇にやって、『律法はすべて成就された』と言われたのです。律法を守ることができたのは、キリストご自身ただ一人だけです。かつてこの地上を歩んだ全人類のうち、ただこの御方だけです。キリストは律法を守り通されました。神の律法の隅々の点に至るまで、キリストは神を満足させられました。そして、神を満足させ、律法を成就した上で、キリストは神との関係の基盤となる別の基礎を導入・構築されました。こうして律法はこのように脇にやられました。イエス・キリストは神と共なる生活の別の基礎を据えてくださったのです」。


  手短に言うと、これがパウロの論旨でした。もちろん、そこには詳細な点がたくさんあります。しかし、このユダヤ主義者たちが達した結論とは正反対の結論にパウロは達します。モーセの律法がユダヤ人を縛っていましたが、もはやそのような形でクリスチャンを縛ってはなりません。キリストにあって私たちは律法から解放された、というのがパウロの論旨です。この手紙における偉大な言葉は、律法からの解放です。


  この手紙で用いられている強烈な言葉から、当事者たちの感情がいかに激高していたのかがわかります。もちろん、このユダヤ主義者たちはとても強硬でした。パウロがどこに行こうと、彼らはパウロの後を追い回しました。彼らはあらゆる手を尽くして、個人攻撃、議論、迫害により、パウロの働きを損なおうとしました。そして、パウロの回心者たちをパウロから引き離して、モーセに立ち返らせようとしました。前に述べたように、パウロはここで完全に激高しています。パウロは忍耐、辛抱、我慢の人でした。前章でコリント人のケースについて見たとおりです。コリントでパウロは怒りをもよおさせるあらゆる種類の出来事に出会いました――コリント人に対するパウロの忍耐と我慢はとても素晴らしいです――しかしここでは、この人からそのような忍耐強さがすっかりなくなってしまったかのようです。ここでパウロはこの人たちに対して文字どおりアナテマを投げつけます。二重の強調を込めてパウロは二度言います、「その人はアナテマです（中略）今再び言いますが、その人はアナテマです」――すなわち、呪われよと言っているのです。


  さて、パウロがこうなっている以上、何か理由があるにちがいありません。パウロのような人がこのようにいきり立っているからには、「何か深刻な状況があるにちがいない」と結論しなければなりません。まさに深刻な状況があったのです。そしてパウロがこのように大いに激高していることから、この二つの立場の違いがいかに深刻なものだったのかがわかります。


  この状況に対する答え


  さて、この手紙には神秘的な題材がたくさんある、と感じるかもしれません。たとえば、旧約聖書の数々の予型を描写するにあたって、パウロはハガルとイシマエルの事例を比喩として用いています。私たちはこの出来事を詳しく知っていますが、全くそのようには見ていませんでした。パウロが議論のために用いている神秘的な題材がたくさんあるように思われます。しかし、この手紙を読み通して、それについて熟考し、その衝撃力を感得する時、一体どのような結果になるでしょう？この手紙を学んで、その深刻さに印象づけられる時、私たちには何が残るでしょう？律法主義に関する結論だけでしょうか？――「律法は私たちをもはや束縛しておらず、私たちは律法から解放されている」ということだけでしょうか？「その点では、自由な経綸が始まったのであり、律法の諸々の原則はもはや私たちを束縛していない」ということだけでしょうか？このような立場だけでしょうか？「キリスト教には、真理についても実行についても、何の義務もない」ということだけでしょうか？「私たちは律法に違反し、その諸々の原則を破ってしまったが、恵みはそうしたことをすべて覆ってくれる」ということだけでしょうか？――そのような解釈はまさに恵みの誤った解釈です！――しかし、それだけでしょうか？要点は何でしょう？


  このような手紙の価値を真に理解したとしても、結局のところ、たんなる神学やたんなる教理しか残らない場合もありえることがわかります。たしかに、ガラテヤ人への手紙が教えているところによると、私たちはもはやモーセの律法の下にはなく、神の子供として自由です。大いに結構なことであり、実に麗しいです！しかし、この手紙はあなたをどこに導くのでしょう？その結果は何でしょう？こうしたことはみな消極的なものにすぎません。


  私は疑問に思うのですが――これがさしあたっての要点です――この手紙が示している福音の秘訣や核心を真に享受しつつ生きている人が、私たちの中にどれくらいいるでしょう？パウロはここでこの福音、良いおとずれについて多くのことを述べています。この手紙、この特別な文脈で示されている福音、良いおとずれとは、実際何なのでしょう？結局のところ、福音とは「クリスチャンたちは『解放される』ことを欲している」ということではありません――「あらゆる制限、束縛、義務から解放されて、何でも好きなことを行うことができ、自分自身の好みに従うことができる」ということではありません。福音は全くそのようなものではありません。あなたも私も、これより積極的なものを知りたいと願っています。消極的な事柄だけでは満足できないのです。


  内なるキリスト


  ここでは福音はどのような結果になるのでしょう？「これが福音です」とパウロは言います。福音はこの手紙では一節にまとめられており、聖書中とても有名な節です。私たちはみなこの節を喜んでいます――ガラテヤ二章二〇節です。「私はキリストと共に十字架につけられました。生きているのはもはや私ではなく、キリストが私の内に生きておられます」。これは内住のキリストの福音、良いおとずれです。内住のキリストというこの福音、この良い知らせ――これが問題全体の核心であり、この議論全体に対する答えです。これにより疑問はすべて解決され、困難もすべて片付きます。


  これについて考えるなら、これこそキリスト教における最も重大な根本的要素であることがわかります。「これがなくなってしまうなら、キリスト教は無に帰してしまい、ユダヤ主義者たちがすべてを取り去ってしまいます。キリスト教は全く意味をなさなくなってしまいます」とパウロが考えたのも不思議ではありません。ですから、たった一つの点のためだけにパウロは戦ったのです――しかし、この一つの点はすべてを含むものでした。「キリストが私の内に生きておられます」――すべてはこの中に包含されており、これと結びついていました。もしこれが事実なら、何の議論も全く必要ありません。議論はすべて片づきます。


  「キリストが私の内に生きておられます」。キリスト！キリストとは何でしょう？キリストとはどなたでしょう？キリストとは何を意味するのでしょう？キリストは何を体現しておられるのでしょう？なんと、神を満足させるものがすべてキリストの内に見いだされるのです！神の十全で決定的な全き答えは御子イエス・キリストにあります。キリストは神の要求にすべて応じられますし、応じてくださいました。キリストはどこにいても、神の豊かで完全な恵みをもたらすことができます。ああ、キリストはなんという御方であり、なんと偉大であり、なんと素晴らしいのでしょう！――これにもっと長く時間を費やせたら！その上、「キリストが私の内に生きておられます」とは！キリスト、永遠の栄光のキリスト、自分を空しくして低くされたキリスト、勝利の命のキリスト、力ある十字架のキリスト、復活のキリスト、再来して栄光をお受けになるキリスト、今御座についておられるキリストが、あなたや私の内におられるのです！これ以上何を望めるでしょう？――これ以上何を持ちえるでしょう――これより偉大な何がありえるでしょう？


  内なるキリストの力


  さて、キリストは実際の生けるパースンです。抽象的観念や歴史的人物ではなく、実際の生けるパースンです。「キリストが私の内に生きておられます」。私は死せるキリストの十字架像を外側に身につけたりはしません。私の内側には生けるキリストがおられるのです。内なる生けるキリストの良い知らせです。あなたはこれを読み、この話を聞き、うなずいて「アーメン」と言うかもしれません。あなたはこれに同意されるでしょう！しかし、私の知っている人々に次のような人々がいます。その人々はこの話を何年も聞いてきており、あなたたち同様心からそれに同意していました――しかし、ある日、その事実に目覚めたのです。「結局、私はその話を聞いていましたが、たった今、キリストが本当に私の内に生きておられることがわかりました！」。これは内なるキリストの教理以上のものです――経験なのです。


  パウロは自分のクリスチャンとしての歩み、神の僕としての歩みを、すべてこの一点に焦点づけています。「神は私の心を照らしてくださいました」（二コリント四・六）。「生まれた時から私を聖別された神は、御子を私の内に啓示することをよしとされました」（ガラテヤ一・十五、十六）。どのようにしてでしょう？客観的・外面的方法だけでなく、内面的方法によってです。「神は内側を照らしてくださいました」。「キリストが私の内に生きておられます」。人類史上、人に起きた最も驚くべき出来事は、日中タルソのサウロに起きたあの出来事です。その時、サウロは悟りました。捨てられて死んで葬られたと思っていたナザレのイエスが生きていることを。イエスは生きておられ、実際に生きておられることを。この御方がなんと生き生きと生きておられたかを思い出してください。パウロは言います、「この御方は生きておられます――栄光のうちに生きておられるだけでなく――私の内に生きておられます。私の内にです！」。キリストは生けるパースン、生ける実際的な内なる力です。そうです、内なる真の力なのです。


  内なるキリストの知性


  さらに、キリストは真の知者であり、神が望んでおられるあらゆる知識を完全に持っておられます。真の知識を所有しつつ私の内に住んでおられるキリストは、私の人生に対する神の完全な御旨を収める宝庫であり、それを乗せる乗り物です。内なるキリストによる完全な知性！キリストが持っておられる知識はみな内なるものです。これが事実であり、キリストが内側におられるからには――使徒はもちろんここで内なるキリストについて述べているだけでなく、聖霊についても述べていますが、この点についてはこのあとすぐに見ることにします――内住のキリストがご自身の道を進まれるとき、キリストであるものが神の子供の生活の中で実際化します。キリストは生けるパースンであり、大能の力であり、豊かな神の知恵です――この事実が神の子供の生活の中で実際化するのです。


  内なるキリストは神の御旨を知る知識である


  知性によってすべてを理解すること、理性によってあらゆる知識や知性を得ることを、私たちは望みます。私たちはそれを得ていませんが、別の種類の知性があります。神の真の子供には別の種類の知性、理性によるものとは全く異なる種類の知性があります。これをどう説明・解釈すればいいのかはわかりません。しかし、どういうわけかわかるのです。「自分は知っています」としか言えません。自分に関して主は何を望んでおられないのか、私たちにはわかります。主が望んでおられないどんな道も歩むのは不可能なことがわかります。私たちはしばしばそのような立場に立たされます。別の言い方をするかもしれませんが、こう言わざるをえません、「自分がそれをすること、その道を行くことを主は望んでおられないことを私は知っています。これは私の内側深くの問題です。それをするなら、神と共なる私の生活に関するあるものを破ることになるでしょう」。


  これは消極面です。積極面についても述べると、主が何かを真に望んでおられるとき、私たちにはそれがわかります。たとえ何があったとしてもわかります。待ち望みさえすれば、大いに明確になります。問題は、主を待ち望むことが私たちにできないことです。導きに関する諸々の問題にはまってしまうのです。しかし、主の時が来れば、それについて全く何の疑問もなくなります。私たちは知るようになります。どうやって知るのでしょう？霊的知識、霊的知性によります。神の御心をすべて知っておられる内住のキリストによるのです。


  さて、この哀れなガラテヤのクリスチャンたちはユダヤ主義者とパウロとの間で引き裂かれていました。どうすればいいのか彼らにはわかりません。かたやこのユダヤ主義者たちは自分たちのやり方を強硬に主張しており、かたやパウロは「彼らはみな間違っている！」と言っています。いったいどうすればいいのでしょう？その答えはこうです、「キリストがあなたたちの内におられるなら――自分のなすべきことがわかるでしょう」。これこそ自分のなすべきこと――何が正しくて何が間違っているのか――を知る唯一の実際的方法です。キリストはあなたたちの内におられます。あなたたちは知るようになります。


  内なるキリストは忍耐の力である


  さて、「私にはこれがわかりません。感じませんし、見えません。そのような知性は全くありません。そのような力を全く感じません」とあなたは言うかもしれません。パウロは常にこれを示そうとしていますが、人が持っている種類の知識と霊的知識との間には大きな違いがあることがわかります。この類の知識を得るのは情報によるのではなく、経験によります。


  私たちの中には長年クリスチャンとして歩んできた方もいます。もし放置されていたら、私たちは今なお主と共に進んでいたでしょうか？もし自分の力だけで前進し、もがき通し、戦い抜かなければならなかったなら、私たちはまだここにいたでしょうか？私自身に言えるのと同じ確信をもって、「間違いなく否です！」とあなたたちのためにも言えると思います。もしそうだったなら、今日私たちはここにいなかったでしょう。主を喜ぶことも主と共に進むこともなかったでしょう。もしサタンが道を得ていたなら、私たちはここにいなかったでしょう。というのは、自分自身の内にもサタンの内にも、キリストに敵対する考えうるありとあらゆるものがあるのを私たちは見いだしたからです。私たち自身の自己の内にあるものはすべて、霊的に私たちに敵対しています。サタンの内にあるものはすべて私たちに敵対しています。そして、サタンは使えるものなら何でも、私たちを駄目にするためにこの戦いの中に放り込みます。


  しかし、私たちはここにいます。これこそ、私たちの内におられるキリストは生ける力である証拠です。しかもこの証拠は――依然として不十分ではありますが――経験によって、事実によって見いだしたものなのです。たんにそれを感じたということだけではありません。この偉大な力に感動すること、それを感じることを私たちは願います。しかし、その願いに反して、しばしば御力は隠されます。そして諸々の事実となって現れます――長期間にわたる事実となって現れることもあります。


  内なるキリストの性質


  力、知性、知識、次に性質です。これはクリスチャン生活で出くわす現実の一つです。キリストが内側におられる時、私たちは全く別の性質を持ちます。新しい事柄、新しい道に自然に向かうようになります。そうです、性質が変わったのです。かつて自分の命だったものが私たちを引き寄せることはもはやありません。そのようなものに向かう性質はもはやありません。世はクリスチャンにこう問います、「なぜあなたはこれをせずに別のことをするのですか？」。その問いに対する答えが一つだけありますが、世人はその答えに満足しないでしょう。「そのようなものを好む性質がすっかりなくなってしまったのです。そのような道に自然と向かうことはもはやありません。全く別の方向に自然に向かってしまうのです」。こういった感じです。別の性質――内なるキリストです。これがキリスト教です！


  モーセは言います、「あなたはこれをしなければなりません。あれをしなければなりません。これをしてはなりません。あれをしてはなりません」と。私の性質は全くモーセに反します。モーセは「あなたはこれをしなければなりません」と言いますが――私はそうしたくありません。モーセの言うことはきわめて正しく、神から来たものかもしれませんが、それを行うことは自分の性質や気質に反するのを私は見いだします。モーセは「私はこれをしてはならない」と言いましたが、私の性質は言います、「私はこれをやりたいのです――それこそまさに私のやりたいことです！」と。どういうわけか、私はあらゆることでまさに神と衝突します。


  律法に対する答えは何でしょう？あなたの内におられるキリストです。もしキリストがあなたの内におられるなら、あなたは自然に神が願っておられることを行うようになり、律法を成就するでしょう。もしキリストがあなたの内におられるなら、あなたは神が願っておられないことを行う気にはならず、こうしてまた律法を成就するでしょう。しかし、律法を成就するのは全く別の根拠に基づくことがわかります。あなたが律法を成就するのは、モーセがそう言ったからではなく、キリストがあなたの内におられるからです。律法を行わなければならないからではなく、キリストがあなたに全く別の性質を与えてくださるからです。これが内住のキリストの福音、良い知らせです。


  内なる聖霊の働き


  さて、この手紙が教えている聖霊についての教えに向かうと、同じ点に至ることがわかります。あなたの内におられるキリストは聖霊の基準です。聖霊はあなたの中で内住のキリストという根拠に基づいて働かれます。それはあなたをキリストと調和させるためであり、あなたを内なるキリストにかなう者とするためです。聖霊は内なるキリストのエネルギーであり、私たちをキリストに似た者とするエネルギーであって、私たちがキリストに似た者となることを可能にします。それゆえ、私たちは神の目から見て正しいことをすべて成就する者となることができ、神の目から見て正しくないものをすべて避ける者となることができます。そうするための聖霊によるエネルギーを持っているのです。


  使徒は御霊の実について述べています。「御霊の実は愛、喜び、平和、忍耐、優しさ、善良さ、忠実、柔和、自制です」（ガラテヤ五・二二、二三）。御霊は内側におられることがわかります。御霊は内なるキリストの霊であり、キリストの諸々の実を私たちの内に結ばせます。あるいはこうも言えるでしょう、キリストの実がこうした様々な形で現れるのである、と。キリストの実は「愛、喜び、平和、忍耐、優しさ、善良さ、忠実、柔和、自制です」。これは内なるキリストの霊の大能のエネルギーの実です。


  では律法はどうなるのでしょう？確かに御霊は律法にしたがって働かれます。書き終える前に使徒は途方もないこと、畏るべきことを言います、「欺かれてはなりません。神は侮られるような御方ではありません。人が蒔くものは何であれ、それを刈り取ることになります。自分の肉に蒔く者は肉から腐敗を刈り取り、御霊に蒔く者は御霊から永遠の命を刈り取ります」（ガラテヤ六・七、八）。御霊の法則はこれであることがわかります。蒔くなら、刈り取るのです。あなたが蒔くものを、あなたは刈り取ります。御霊に蒔きなさい、そうするなら永続する命を刈り取ります。「御霊に蒔く」というのは比喩であって、御霊のエネルギー、御霊の法則、御霊の統治、内なるキリストに従うことをまさに意味します。もしあなたが御霊に蒔くなら――あなたはキリストを刈り取り、命を刈り取ります。ここに法則があります。神は諸々の原則に基づいてこの宇宙、私たちの体や魂を構成されましたが、「律法からの解放」はこれを理解する必要性からの解放を意味しません。律法からの解放は次のことを意味します。すなわち、私たちの内におられるキリストはこの諸々の原則を守ることを可能ならしめるものであり、さもなければ私たちはそれらを始終破ってばかりだったにちがいない、ということです。


  パウロは言います。「私が宣べ伝えている福音は、結局のところ、こういう結果になります――律法主義、ユダヤ主義者、安息について議論し尽くした結論はこうです――それは『キリストが私の内に生きておられます』です」。これが良い知らせであり、希望です――すべてが可能なのです！


  



  第４章 エペソ人への手紙


  
    「……真理の言葉、すなわち、あなたたちの救いの福音……」（エペソ一・十三）


    「……それは、異邦人が、福音によりキリスト・イエスにあって、共に相続人となり、共にそのからだの肢体となり、共に約束にあずかる者となることです。私はその奉仕者とされたのです……」（三・六、七）


    「……平和の福音の備えを足にはき……」（六・十五）


    「……私が口を開く時に語るべき言葉を賜り、大胆に福音の奥義を知らせることができるように、私のために祈ってください。私はこの福音のための使節であり、そして鎖につながれています……」（六・十九、二〇）
  


  エペソ人への手紙における「パウロによる福音」を考えようとすると、この名詞形の「福音」という言葉が四回出てくることがわかります。また、二章十七節のように、その動詞形も一、二度出てきます――「……それから彼は来て、遠く離れているあなたたちに平和を宣べ伝え……」。


  「平和の良いおとずれを宣べ伝え」と欄外に書いてあることに注意してください。さて、これはギリシャ語を取り扱う英語の一つの方法にほかなりません。ギリシャ語は「福音」をその名詞形とする動詞です。以前指摘しようとしましたが、この言葉の実際の意味は――文字どおり英語に訳すことはできないのですが――「来て平和を『良いおとずれした』『良い知らせした』」ということです。これはありえない英文ですが、この言葉はまさに名詞形の「福音」の動詞形にほかなりません。この動詞形は三章八節にも現れます、「……それは異邦人にキリストの計り知れない富を宣べ伝えるためです……」――すなわち、原文では「異邦人に良い知らせするためです……」となっていて、「異邦人に良いおとずれを宣べ伝えるためです……」という意味です。これはまさに「福音」の動詞形です。この根拠により、「この手紙は福音についてである」と言えると思います。


  「エペソ人への手紙に辿り着く頃には、すでに福音を後にして、福音の遥か先まで進んでいます。今や長い道のりを歩んで福音を超えた地点に実際に辿り着いているにちがいありません」という考えを多くの人が抱いています。神聖な啓示に関するかぎり、この手紙より先に進むことができるとは私は思いません。いずれわかるように、この手紙は神聖な事柄に関して私たちに長い道のりを行かせます。しかし、依然としてそれは福音なのです。福音は何かとても巨大で、包括的で、まさに遥か彼方まで及ぶものなのです。


  超越した事柄についての手紙


  このことから、私たちはエペソ人への手紙が超越した事柄についての手紙であることに気がつきます。近年、表出型形容詞が流行っていますが、これを用いて人々は「これはとても凄い、最高の価値がある」という内容を伝えようとしています。これは「超凄い」と人々は言います。さて、この手紙ではあらゆることが――この言葉を用いてもよろしいでしょうか？――「超凄い」のです！手紙全体が超越的事柄について記しています。むろん、あなたたちはそこに書かれている内容を思い出せるでしょう。この手紙ではほとんどすべてのものが超越的です。


  この手紙は超時間的です。全く時を超越しています。私たちは時間が存在しない領域に導かれます。この手紙により、私たちは永遠の過去に、この世の基が据えられる前に遡り、そして、来たるべき永遠に、代々の時代に至ります。この手紙は超時間的であり――時を超越しています。


  この手紙は超空間的です。一つの句がこの手紙で一貫して用いられています――「天上で」という句です。天上に入る時、あなたはその広がりの途方もなさに驚くばかりでしょう。自然の領域でもこれはそうではないでしょうか？地球の大気のような「地球の天」ですらそうです。空をかなり飛んでいると、空港をいくつも通りすぎます。毎日毎日昼も夜も、数分毎に飛行機が行き交っているのが見えます――それでも空中に上ると、滅多に他の機体を見なくなります。空中で他の飛行機が通り過ぎるのはきわめて希な出来事です。天の広がりはこれほど巨大です。この手紙は空間を超越した領域で、霊の天上で、地の束縛を遥かに超越した所で書かれたのです。


  また、この手紙は超越した力を表す言葉で書かれています。これに触れている馴染み深い一つの句があります、「信じる私たちに対する彼の力の超越した偉大さ」（エペソ一・十九）。この手紙にはこの力、超越した力、その働きがたくさん記されています。


  さらに、この手紙は超越した内容の手紙です。これに迫って説明するのはきわめて困難です。私たちの中にはこのエペソ人への手紙について話したり、語ったり、メッセージを与えてきた人もいます――この手紙はその実際の章の数や単語数という点では、短い手紙にすぎません――私たちは四十年以上この手紙に取り組んできましたが、依然としてそれに近づけていません。あなたはこの手紙の内容にあずかり尽くせるでしょうか？この手紙と共にどれほど長く歩んできたかは関係ありません――「自分はまだこの手紙に近づくことすらできていない」とあなたは常に感じるでしょう。この手紙に関してあなたたちの幾人かが私についてどう思っているのか、私は知っています。私には「エペソ人」というこの名前を口にすることすら恐れ多いくらいです。今回私はこの手紙を再び黙想しましたが、その時も、「今回、このエペソ人への手紙について長い長い一連のメッセージを始めたいものです。しかも、以前の基礎にはあまり触れずに！」と思いました。この手紙はこのような手紙です。しかし、この手紙を調べてそれについて考えるなら、その内容に関するかぎり、あなたは自分が超越した事柄の領域にいることがわかります。この手紙は「キリストにあって、天上のあらゆる霊の祝福をもって祝福してくださいました」（一・三）という句と共に始まります。これより上に上ること、この外に出ることができるでしょうか？できません！


  また、この手紙は超日常的な領域にあります。地やそこでの営みはみな、ここではごく些細なものになってしまいます。その歴史もそこにあるものもみな、実にちっぽけなものになってしまいます。地を完全に超越しているのです。


  この後しばし見ることになりますが、この手紙は超民族的です。この手紙が扱っているのは一つや二つの民族ではありません。ここではみなが一つの民族なのです。


  この手紙は超自然的です。この手紙を再び見てください、そうするなら、この手紙に書かれていることはみな、天然の水準を遥かに超えた水準にあることがわかります。天然の知性ではこの手紙を把握、理解、説明することはできません。この手紙は神の啓示です。この手紙は「知恵と啓示の霊」によります。この手紙は超自然的です。この手紙に記されている知識は超自然的に得られたものなのです。


  この手紙が「超凄い」ことについてさらに何を言いましょう？そのリストを挙げるなら容易に長大なものになってしまうでしょう。私はもう十分に述べたでしょうか？先に進んで、これはどのような領域なのか、その範囲はどれくらいなのかを示してもよろしいでしょうか？この手紙には非常に素晴らしい御言葉がいくつもあることがわかります。その三つを挙げることにします。


  
    「すべての聖徒の中で最も小さな者であるこの私に、この恵みが与えられました。それは私がキリストの計り知れない富を異邦人に宣べ伝えるためです。」（三・八）
  


  この手紙は計り知れない、追随を許さない言葉で書かれています。


  
    「……人知を超えたキリストの愛を知ることができますように。それはあなたたちが満たされて神の全豊満へと至るためです。」（三・十九）
  


  「人知を超えたキリストの愛」。これを理解するのは不可能です。


  
    「今、私たちの内に働く力により、私たちの求めや思いを超えて遥かに豊かに行うことのできる御方に……」（三・二〇）
  


  これは超越的です。これらは偉大な御言葉ですが、この手紙全体にわたって偉大な言葉が必要です。私はあなたたちに印象づけたいと思います。


  宗教史上最大の転機


  さて、この手紙の内容をもっとよく見ることにしましょう。この手紙の内容は、おそらく宗教史上最大の転機を示しています。この手紙は多くのことを述べています。宗教史上多くの転機がありました。とても大きな転機がいくつもありました。しかし、この手紙はその中でも最大の転機を示しています。主イエスが死者の中からよみがえって天に行かれ、ペンテコステの日に聖霊が来臨されるまで、地上には二種類の人々しかいませんでした。全人類は二種類の人々、異邦人とユダヤ人に別れていました。聖霊が来臨された時、第三の種類の人々が生じましたが、その人々は神の観点によると異邦人でもユダヤ人でもありませんでした。その第三の種類の人々とは神の教会です。彼らは異邦の諸国民とユダヤ人の中から取られました。しかし、神に関するかぎり、彼らはユダヤ人でも異邦人でもありません。パウロが述べているように「ユダヤ人もギリシャ人もない」（ガラテヤ三・二八）のです。この「ギリシャ人」という言葉は異邦人を示す言葉でした。主イエスが再び来て――主はやって来られます――教会を取り去られる時、それ以外の二者が地上に残されるでしょう。かつて地上にあったものが再現されるでしょう。全世界は再び異邦人とユダヤ人に別れるでしょう。


  ですから、ペンテコステの日に誕生したこのもの、教会と称されているこの第三の霊的に大いに隔たっている人々は、人類史上最大の転機を示しています。その理由及び道理は――教会はたんに地の歴史から出たものではない、ということです。使徒はこのエペソ人への手紙のまさに冒頭で、神はこの世を創造する前から予め教会を知っておられたことを完全に明らかにしています。この教会は超時間的であり、時間と地を全く超越しています。使徒が明らかにしているように、この教会は代々の時代にわたって存続しますが、依然として超時間的であり、超地上的でしょう。その時代もユダヤ人と異邦人は存続し続けるでしょう。そうです、地上には救われた諸国民がいるでしょう。しかし、この別の存在は全くこの世と時間の外側の関係の中に在り続けるでしょう。この手紙が述べていることはみな、この特別な部類、この人々、この教会についてです。この教会はこの最上の性格をすべて帯びています。教会はまさに超越的です。教会は神の経綸の中で超越しています。教会は永遠から永遠に至る神のあらゆる主権的働きの中でも超越しているものです。私たちは絶対的に卓越している経綸に生きています――神は諸国民の間から、ユダヤ人と異邦人の中から、教会と称されている人々を召し出しておられます。この教会は「キリストのからだ」です。


  超越的器と超越的召命


  さて、この超越的器、道具、人々には、超越的な卓越した召命があります。ユダヤ人には地の民に仕えるという地的な召命、この地上での時間に属する召命がありました。ユダヤ人には依然としてこのような目的を果たす使命がある、と多くの人々が堅く信じています。他の人々は――その人々の中には傑出した聖書教師たちがいます――「神の経綸としてのユダヤ人の時代は終わったのであり、今ではユダヤ人の失敗によりすべてが教会に移った」と信じています。これについて議論するつもりはありません。そのようなことは全く考慮しません。神のエコノミーの中でユダヤ人は地的・時間的目的を果たすために起こされた、という事実は残ります。しかし、この教会は永遠の救いにあずかっており――使徒が言うように、世が造られる前からキリスト・イエスにあって永遠の選びにあずかっていました――これには天で神の諸々の御旨に仕えるという超越的召命があります。教会の召命、使命は何か永遠のものです。ここにあるのは途方もないものなのです。


  私たちはしばしば次のような言い方をしますが、これはまさにエペソ人への手紙が教えていることです――これについてはさしあたって別の形で触れなければなりません――すなわち、この世の動向はある霊的階級組織の影響を受けているのです。霊的識別力があまり無い人々、再生された神の子供であるという本質的意味に照らしてクリスチャンとはとても思えない人々でさえ、この世の動きの背後には邪悪な勢力、悪の勢力、邪悪な知的存在がいることを理解して認めています。彼らはその名を言うこと、それをサタン、悪魔等と呼ぶことをためらうかもしれません。しかし、聖書はまさにそう呼んでいます。ご存じのように、この世の歴史の流れの背後には――戦争、対立、憎しみ、苦々しさ、残酷さ、利益の衝突や要求全般、他のあらゆること――の背後には、邪悪な知的存在、活動中の勢力、ある体系があって、被造物における神の栄光を損なおうとしています。そしてここでは、この体系はいわゆる「天上」にある、と述べられています。つまり地の上に、まさに空中にあるのです。何なら、まさに大気中にある、とも言えます。それを感じられる時もあります。「その大気をナイフで切り裂」ける寸前になることもあります。まさに空中に悪しき邪悪なものがあるのがわかることもあります。それを人々のせいにはできません。その人々の背後や周りに何かがあるのです。これはあまりにも現実的です――触れそうに思うこと、臭いをかげそうに思うこともあります――悪しき邪悪な何かがあるのです。これこそこの世の組織や体制を支配しているものです。


  さて、この手紙が述べているのは次のことです。この教会を神は永遠の過去から計画し、予知し、選ばれました。そして、この教会は最初ペンテコステの日に誕生し、その後いくつもの世紀を経て霊的に成長してきました――この教会がこの地を支配しているこの邪悪な統治の代わりにその地位につくのです。教会はこの邪悪な統治を終わらせ、それを領土から追い出して、自らがその地位につかなければなりません。それは来たるべき代々の時代に、この世を治める影響力を教会が及ぼすようになるためです。これがこの手紙が教えていることです。これは超越的召命、超越的使命です。なぜなら、この人々には超越的性質があるからです。これが真のクリスチャン生活――真にキリストにある人の生活――の秘訣です。この人々はどこかしら異なっています。この世にとって、クリスチャンは問題であり謎です。あなたはこの人々を地のどの部類にも分類できません。クリスチャンを分類整理することはできません。どういうわけか、彼らはいつもあなたをかわしてしまいます。彼らを追い出すことはできません。


  さて、この手紙でパウロはまず第一に、この超越的召命について述べます。次に彼は言います。この召命の偉大さのゆえに、この教会はそれに相応しく振る舞わなければならない、と。「私はあなたたちにお願いします。どうかあなたたちが召された召しにふさわしく歩んでください」（エペソ四・一）。振る舞いを召命に合わせて調整しなければなりません。ああ、クリスチャンの民が自分たちの召しにふさわしく振る舞っていれば――自分たちの偉大な永遠の天的使命にふさわしく振る舞っていれば！しかし、この召し、この運命、この使命、この地位のゆえに、この強力で邪悪な階級組織は力を尽くして教会と称されているこの器を破壊しようとしています。それゆえ、この教会を巡って、途方もない恐るべき戦いが空中で行われています。そして、クリスチャンたちはこの戦いに遭遇しています。自分の召しにしたがって生きようとすればするほど、ますますその難しさがわかります。また、何かが自分に敵対していることがわかります。これは激しく厳しい霊の闘争です。


  超越的資源


  さて、よく聞いてください、これがパウロが福音と呼んでいるものです――これはすべて福音なのです！かつて福音に関するこのような観念を抱いたことがあったでしょうか？かつてこのような用語を用いて福音について考えたことがあったでしょうか？そうです、これは依然として福音であり、同じ福音です。別の福音ではなく、同じ福音です。さて、これがすべて真に福音である以上、福音が要求するものは確かに大いに偉大です。このようなことを言うと、多くの人はこう反応します、「ああ、私はそこまで上れません――全く私の及ぶところではありません。私には大変すぎます。それはあまりにも圧倒的でどうしようもありません！私に単純な福音を与えてください！」。しかし、そう述べる時、自分がどうなるのか理解しているのだろうか、と私は疑問に思います。なぜなら、この手紙ではそこにこそ福音の真の性質が現れるからです。そうです、この召しは偉大であり、途方もありません。高い水準の振る舞いが必要です。戦いは激しく厳しいです。これから途方もない要求が生じます。これが福音である以上、私たちはどうやってこれに対応し、直面し、その水準まで上り、乗り切ればいいのでしょう？


  さて、私はこの手紙全体を一つの句にまとめようと思いますが、その句に戻ることにします。その句とはこれです、「計り知れないキリストの富を『良い知らせする』ためです」。「良い知らせする」という言葉は英語の聖書では「宣べ伝える」と訳されていますが、ご存じのとおり、これは名詞形と同じ言葉です。「計り知れないキリストの富を『良い知らせする』ためです」。良い知らせとは、この富は計り知れない、ということです。ああ、私たちはこの御言葉に大いにすがり、拠り頼んで、喜ぶべきです。「自分は福音のこの水準まで上ることはできませんし、福音と共に乗り切ることも決してできません」と感じる時、特にそうするべきです。この超越的富は超越的召命、超越的戦い、超越的振る舞いのためなのです。


  「計り知れない富」。さて、この特徴的な言葉がこの手紙に散りばめられていることがわかります。富！富！一章七節、「神の恵みの富」。この句は二章七節でさらに拡張されています――「神の恵みの卓越した富」。それから、一章十八節は嗣業について述べています――「聖徒たちの間にある彼の嗣業の栄光の富」。これはまさに、聖徒たちはイエス・キリストの嗣業であること、聖徒たち、教会の中に、主は途方もない富を持っておられることを意味します。さて、主がこの教会の中に富を持つようになるには、この富を供給する方は主でなければなりません。「彼の恵みの富にしたがって」主は教会の中に「彼の嗣業の富」を見いだされます。これについてさらに多く述べられています。三章十六節でこの言葉が再び用いられています――「彼の栄光の富」。富！富！とても素晴らしいです。要求は偉大ですが、偉大な供給があります。必要は超越的ですが、資源も超越的です。これはみな、教会の召命、振る舞い、戦いのための、教会の基盤と資源について明記し、指し示しています。


  それでは、エペソ人への手紙における「パウロによる福音」とは何でしょう？それは超越的要求に応じるための「超越的富」です。こう言うなら、あなたは自分が大海を泳いでいることに気づくでしょう。再びこの手紙を開き、注意深く読み通し、これに注意を払ってください。そうです、この手紙は高い水準を示しています。この手紙には偉大な要求があり、途方もないものを目的としています。しかし、この手紙にはまた、神の恵みの富、それにことごとく応じるための彼の恵みの計り知れない富もあるのです。この手紙には彼の栄光の富があります――「彼の栄光の富にしたがって」とこのように述べられています。さて、神の栄光の富を探索し、測深し、使い果たすことができるなら、その可能性や潜在的力に制限を設けることもできたでしょう。しかし、使徒がここでしているように人の言葉を尽くしたとしても、自分はまだこの諸々の超越性を十分には述べていないことに気づくでしょう。キリスト・イエスによる神の諸々の資源について話す時はまさにそうです。ですから、すべてが可能です――これは神の恵みの富と神の栄光の富によります。


  これは福音ではないでしょうか？確かにこれは良いおとずれであり、良い知らせです！親愛なる友よ、私たちは切り抜けるでしょう――辛うじて切り抜けるようではいけません。これがそうであるからには、私たちは超越的に切り抜けるべきです。主よ、私たちを福音、良い知らせの超越的恩恵の中に導いてください。


  



  第５章 ピリピ人への手紙


  「私が宣べ伝えている福音」という言葉で使徒が言わんとしたことの探求を続けるにあたり、パウロがピリピ人に書き送ったささやかな手紙を取り上げることにします。この手紙は使徒が最後に書いた手紙の一つです――使徒はこの手紙を処刑される寸前にローマの牢獄で書きました。長い、生涯にわたる務めと働きの終わり頃のことです――しかし、使徒は依然としてすべてのことを「福音」として述べていることがわかります。使徒は成長して福音から卒業したわけでも、福音の彼方に達したわけでもありません。実に、最後の時でさえ、使徒は自分を超越している福音の諸々の富をよくよく自覚していたのです。


  以下は使徒がこの手紙で福音について述べている箇所の引用です。


  
    「福音を前進させるあなたたちの交わりのゆえに（中略）私は私の神に感謝しています……」（ピリピ一・三、五）


    


    「……私があなたたち一同のためにそう考えるのは当然です。それは、私が獄に捕らわれている時も、福音を弁明し立証する時も、あなたたちをみな、共に恵みにあずかる者として、私の心にとどめているからです。」（一・七）


    


    「……一方は、私が福音を弁明するために立てられていることを知り、愛の心でキリストを宣べ伝え、他方は、獄中にいる私を苦しめようと思って、純真な心からではなく、党派心からキリストを宣べ伝えています。それでは、どうなのでしょう？見えからであるにせよ、真実からであるにせよ、あらゆる方法でキリストが宣べ伝えられています。これを私は喜びますし、また喜ぶでしょう。」（一・十六～十八）


    


    「しかし、あなたたちはテモテの良しとされている様子を知っています。すなわち、父に仕える子供のように、福音を前進させるために私と共に仕えてきたのです。」（二・二二）


    


    「ついては、真実なくびき仲間よ、あなたたちにもお願いします。この二人の女を助けてください。彼女たちは福音の中で私と共に戦ったのです……」（四・三）


    


    「私は私を強めてくださる方にあって何でもすることができます。それにしても、あなたたちは苦難の中にある私とよく交わりを持ってくれました。ピリピ人よ、あなたたちも知っているとおり、私が福音を宣べ伝え始めた頃、マケドニヤから出て行った時、与えたり受けたりすることで私と交わりを持った教会は、あなたたちの他に一つもありませんでした……」（四・十三～十五）


    

  


  このささやかな手紙では福音についてかなり述べられていることがわかります。この手紙は「ささやかな」手紙です。この手紙はイエス・キリストの冠にある美しい宝石のようです。あるいは、激しい苦痛や艱難から生み出された美しい色彩を帯びた真珠のようです。この手紙には大きな価値があり、とても貴重です。実際の章や節の数という点では、この手紙は短いです。パウロの手紙の中で最も短い手紙の一つです。しかし、その内在的な価値や値打ちは計り知れません。福音の何たるかを如実に示しているという点で、この手紙と肩を並べる書は、新約聖書の中にたとえあったとしてもわずかしかありません。この手紙で私たちが実際に出くわすのは、真理としての福音の提示だけでなく、福音の効力の実例です。この手紙をもう一度見て、心を開いて熟考してください。そうするなら、「もしこれが福音なら、私にこの福音をください！もしこれが福音なら、これは得る価値があります！」とあなたは判断するでしょうし――判断するにちがいない――と私は思います。これこそ確かに、このささやかな手紙を読む効力です。福音の素晴らしい実例が描写されているのです。


  勝利の喜びの手紙


  しかし、この手紙を読むと、この手紙は次のことに帰着することがわかります。この手紙は、新約聖書の他のどの手紙にもまして、勝利の喜びの手紙なのです。喜びがこの手紙を貫いています。使徒は喜びで満ち溢れています。使徒は自分を抑えきれないように見えます。前の章では、福音における教会の偉大な召命に関する超越的事柄について述べました。この手紙では、使徒は自分の喜びを表現することに困難を覚えています。これについて見るのは、あなたにお任せします。冒頭の言葉、使徒の序論を見てください。しかし、それがこの手紙を最後まで貫き通しています。この手紙はキリストにあるパウロの喜びの手紙と呼ばれてきました。しかし、この喜びは勝利の喜びなのです。そして、この勝利は三つの方面における勝利です。すなわち、キリストの勝利、パウロの勝利、ピリピのクリスチャンたちの勝利です。喜びと歓喜を伴う三重の勝利――これこそまさにこの手紙全体の要約です。


  キリストの勝利


  まず第一に、この勝利はキリストにある勝利であり、キリストに属する勝利です。この手紙でパウロはこの偉大な贖いの行程の比類ない啓示を与えています――この素晴らしい過程を主イエスは贖いの御業のために歩まれました。第一に、彼は神と等しい地位にありました。神と等しくあり、それが意味するところをすべて持っておられました――神の神たる所以であるものをすべて持っておられたのです。これはなんと偉大でしょう！――なんと豊かで、高く、荘厳で、栄光でしょう！イエスは天で神と等しくあられた、とパウロはここで述べています。次に、「彼は神と等しくあることを固執すべきもの、固持すべきものとは勘定せず、ご自身を空しくされました」。彼はご自身を空しくして、それをすべて去らせ、脇にやり、放棄されました。その代わりに彼が得たものは何だったのか考えてみてください。到底理解不能な事柄がいくつもあります。無限に豊かな力と威光と大能を持っておられる神が、栄光と永遠の豊かさをもって支配される主権者たる神が、ご自身の被造物である人々、とりわけ最も卑しい人々に、ご自身に対して唾を吐きかけ、嘲り、愚弄することを許されたのです。彼は神と等しくあることを脇にやられました。そして、ご自身を空しくして人の姿を取り、人としての有様で見いだされました。それだけでなく、この行程でさらに低くなられました――奴隷、人の奴隷の姿を取られたのです。奴隷に自分の権利はありません。何の特権も肩書きもありません。自分のために選択することや、自分の道を行くこと等は許されません。イエスは奴隷の姿を取られた、とここでパウロは述べています。


  次に使徒は続けて言います、「彼はご自身を低くして、死に至るまで従順になられました」。しかも、この死は輝かしい死ではなく、人々が褒めそやして感嘆しながら語るような死でもありませんでした。「実に」と使徒は言います。「十字架の死に至るまで従順になられたのです」――十字架の死は最も恥ずべき不名誉な死であり、その意味するところは恥と不名誉に満ちています。当時のユダヤ人の世界、宗教界では、「木にかけられる者は神に呪われた者である」と聖書に記されていました。神に呪われた者の地位にあると見なされるほど、イエスは従順になられたのです。神に呪われた者――ユダヤ人たちはイエスをこう見なしました。他方、ユダヤ人以外の世界、異邦人の世界では、「崇拝を受くべき者は、決して負けることのない者、決して恥をかくような状況に陥らない者、成功者として世の前に立てる者である」という考え――これが神についての異邦人の考えでした――が蔓延していました。しかし、ここではこの人は十字架上にあります。この方は成功者でしょうか？成功者らしき徴はありません。人の強さを示す形跡は何もありません。これは弱さです。これには何の誉れもありません――不面目です。これは最も低い人です。


  次に、この行程は逆転します。ここで使徒が割って入って言います、「それゆえ、神もまた彼を高く上げて、あらゆる名にまさる名を彼に与えられました。それはイエスの御名の中で、すべての膝が屈むためです」――遅かれ早かれそうなります。彼を主と認めて喜んでそうする者もいれば、強いられてそうする者もいるでしょう。遅かれ早かれ、全能なる神が決定されたご計画により、そうなるでしょう。なんという行程でしょう！なんという行程でしょう！なんという勝利でしょう！これより完全で偉大な勝利は見いだせません。パウロはこれを福音と呼んでいます。これはキリストの途方もない勝利という良い知らせです。キリストはこの領域で勝利されました。そして、この勝利の中に含まれるものはみな福音です。なぜキリストはそうなさったのか、それによって何を遂行されたのか、それで何を確保されたのかについて、しばしの間とどまって考えることはできません。天と地の全領域で、最高の高みから最低の深みに至るまで、彼は勝利されました。パウロはこれを黙想して言い尽くせない喜びを覚えます。キリストにある勝利――これこそ使徒が良いおとずれ、福音と呼んでいるものです。


  パウロ自身の霊的経歴における勝利


  次にパウロは自分自身のことに立ち入って、この手紙の中でかなり長い自伝を記します。パウロは回心する前の自分自身の経歴について告げます。自分が何者だったのか、どのような者だったのか、どこにいて、何を持っていたのか、ということです。もちろん、これは主が持っていたにもかかわらず手放されたものとは全然比べものになりません。しかし、パウロ自身――タルソのサウロだった当時――生まれながら多くのものを持っていましたし、受け継いでいました。さらに、養育や教育によって多くのものを獲得し、地位や名声もふんだんにありました。パウロにはきわめて多くのものがありました。それについて彼はここで述べます。人々が誇るものは何でも――持っていました。次に、彼はイエス・キリストに出会いました。あるいは、イエス・キリストが彼に出会われた、と言った方がいいかもしれません。すると、彼が言うには、すべてが――自分の持っていたものすべてが――彼の手の中で灰や屑のようになってしまったのです！「私はそれらのものを屑と勘定します」。


  多くの人は福音について誤解しています。福音を受け入れるなら、クリスチャンになるなら、回心するなら、あるいはどんな言い方をするにせよ、すべてを失い、すべてを放棄しなければならない、と思っているのです。このものや他の何かを放棄しなければならない、と思っています。もしクリスチャンになるなら、それはひたすら放棄する長い行程にほかならず、ついには遅かれ早かれすべてを剥ぎ取られてしまう、と思っています。聞いてください！ここにあなたや私よりもずっと多くのものを持っていた人がいます。この人の天然的生活という点、また彼の身分、持ち物、若者としての前途の有望性という点のどれをとってみても、私たちはこの人に及びません。パウロがもしクリスチャンになっていなければ、彼の名は当時の有名人の名前の中でもずっと歴史に残るものになっていたでしょう。これに疑いの余地はほとんどありません。しかしパウロは言います――このような言葉で述べているのではなく、もっと多くの言葉を費やして述べています――「主イエスに出会った時、そのようなものはみな私にとって屑のようなものになってしまいました」と。これは放棄だったのでしょうか？太陽を見いだす時、ろうそくを放棄することをだれが犠牲と思うでしょう？これは犠牲でしょうか？ああ、違います！「キリストと比べるなら、そのようなものは断じて屑にすぎないと私は勘定します」。


  なんという勝利でしょう！なんという征服でしょう！この放棄は――何なら、こう述べてもかまいません――しかし、パウロはそれをとても喜んでいます。これが要点です。これがパウロの喜びであり、彼自身の内にあった途方もない勝利の喜びです。


  パウロの務めにおける勝利


  しかしさらに、この手紙には彼の務めと働きにおけるこの偉大な勝利の物語が記されています。彼がピリピに行ったいきさつの物語は覚えておられるでしょう。彼は福音を宣べ伝えるためにアジアに入っていこうとしていました。しかしその道中、神の不思議な摂理により――その摂理は後にならなければ理解できないものであり、事前に理解することは決してできないものでした――禁止、阻止、妨げ、制止を受けました。道が閉ざされたまま日が暮れました。旅は行き詰まってしまいました。彼はその意味について困惑しました。彼には理解できませんでした。その夜、神を待ち望んでいると、彼は幻を見ました。マケドニヤの人を見たのです――ピリピはマケドニヤにあります――その人は言いました、「マケドニヤに渡って来て、私たちを助けてください」（使徒十六・九）。そこでパウロは言いました、「神は彼らに福音を宣べ伝えるよう私たちを召しておられると結論して（中略）私たちは進むことにした」。それで、彼はアジアから向きを変えてヨーロッパに向かい、ピリピに来たのです。


  時として、計画が幻滅に終わったり転覆したりすることが、偉大な勝利のまさに理由になることがあります。私たちの大事な計画を脇にやって、私たちに対してすべてを転覆させることにより、神は多くのものを得ることができます。――それでも、私たちは続けます。パウロはピリピに来ました。悪魔はパウロの到着を知り、仕事に取りかかって、次のようなことを言いました、「たとえ阻止できなくても、パウロよ！お前がここにとどまれないくらい、この場所を大変な所にしてやる！」。こうして悪魔は働き始め、間もなく、パウロと仲間たちは牢獄の奥深くに入れられました。彼らの足は堅く拘束されました。そして、彼らは鎖でつながれ、受けた鞭打ちのせいで血を流していました。さて、このようなことは神の導きとは到底思えません。これのどこが勝利でしょうか？しかし、待ってください。その晩、まさにその看守と家族が救われたのです。彼らは主のもとに来てバプテスマを受けました。そして、それから何年もたってから、ローマの別の牢獄の中で、パウロはピリピに残してきた聖徒たちに宛ててこの手紙を記したのです。彼は「私が愛し慕っている兄弟たちよ」（ピリピ四・一）という言葉を述べています。看守とその家族もこれに含まれていただろうと思います。「愛し慕っている兄弟たちよ」。また、この同じ手紙の中で彼は言います、「兄弟たちよ、あなたたちに知ってもらいたいのですが、私に起きた諸々の出来事が、むしろ福音を前進させることになったのです」（一・十二）。これは勝利の絵図ではないでしょうか？――彼の生涯と務めの勝利だったのです。


  パウロの苦難における勝利


  また、彼は苦難の中で勝利しました。彼はこの手紙の中で自分の苦難について述べています。自分に降りかかった苦難について記しています。しかし、それは全く実際の勝利の音色と雰囲気を帯びています。彼は言います、「いつものように今も、生きるにしても死ぬにしても、私の身によってキリストがあがめられるためです」（一・二〇）。絶望の片鱗もないのではないでしょうか？「いつものように今も、生きるにしても死ぬにしても、私の身によってキリストがあがめられるためです」。これは勝利です。そうです、これは勝利であり、喜びです。


  しかし、それ以上です。「私の縄目によってキリストがあがめられました」と彼は言ったのです。これは素晴らしいことです！ローマに連れて来られて、ローマの衛兵に鎖でつながれ、ある程度しか自由を許されなかったのに――それでもこの人を黙らせることはできないのです！彼には「流れ出る」何かがありました。それで、「それは近衛兵全体に行き渡った」（一・十三）と彼は述べています。この近衛兵について少しでも知っている人なら、「これは勝利だ！」と言うでしょう。このような皇帝のまさに本拠地で、福音は勝利しました。近衛兵全員の間で福音について会話が交わされたのです！そうです、彼の苦難、縄目、苦しみの中に勝利がありました。これは口先だけの言葉ではありません。これは輝かしい勝利です。そしてこれこそ行動に表れた福音であり、表明された福音です。


  ピリピのクリスチャンたちにおける勝利


  また、この勝利はキリストやパウロの中だけでなく、ピリピ人の中にもありました。この手紙はこのピリピ人の間における神の恵みの勝利の手紙です。第一に、この勝利を彼らの反応の中に見ることができます。当時のピリピの事情について実際に知る必要があります。パウロに起きた出来事からわかるのはほんの少しだけです。女奴隷のひどい制度を持つ異教の寺院についてはご存じでしょう。しかも、それは全くこの恐るべきものと結びついています。パウロと仲間たちがピリピの道を通っていると、若い女奴隷の一人がどこまでもついてきて、彼らの後で叫び声を上げました。記述によると、その女はピトンの霊、預言する悪鬼に憑かれており、正真正銘サタンに取り憑かれていました。


  ピリピはこのような町でした。しかし、このような町にいる信者たちにパウロはこのような手紙を書き送れたのです。これは勝利ではないでしょうか？もしピリピに教会ができるならそれは大したものだと私は思いますが、このような教会はそれ以上のものです。この教会の素晴らしさは福音に対するピリピ人たちの反応――彼らは福音のために大きな代価を払いました――だけではありません。この手紙をもう一度見て、彼らが互いに抱いていた相互の愛を見てください。これはまさにイエス・キリストの冠を飾る一つの宝石です。この手紙はパウロの偉大なラブレターと呼ばれてきました。すべてが愛で満ち溢れています。それは彼らが互いに抱いている愛のためでした。このような種類の愛は天然のものではありません。これは人の心のうちに働く神の恵みの働きです。これは偉大な勝利を物語っています。もし何かさらに付け加えることがあるとするなら、私たちは次のことを思い出せるでしょう。パウロが必要を抱えていた時、この人々がパウロの必要を思いやって、彼を援助・支援するために物を送ったのです。ピリピ人たちはこの人のことを気遣っていました。この人に福音という大きな借りがあったからです。


  さて、これらすべてがこの偉大な勝利を構成しています。これは勝利の手紙ではないでしょうか？この要点の証明はできたと思います。繰り返しますが、これこそ福音です！しかしパウロは言います、ピリピのこの人たち、この信者たちは模範である、と――彼らは一つの例なのです。ですから、この復習の最後になすべきことはこう問うことです、「では、この手紙に関するかぎり、福音とは何なのでしょう？この手紙が示している良い知らせ、良いおとずれとは何でしょう？どうすればこのようなものを再現・複製できるのでしょう？」。


  勝利の秘訣


  今取り上げているのは特別な徳を持つ人々や、特に良いタイプの人ではありません。ただの人、貧しくてもろい人です。そのような人の中からこのようなものを再現・複製できるのでしょうか？今、このようなものを望むことはできるのでしょうか？このような状況を今日複製する方法があると証明されるなら、それは良い知らせではないでしょうか？現状を鑑みると、これは大昔に生きていた人々の孤立した群れと関係しているだけでなく、今日も実現しうること――この福音、この良い知らせは私たちのためであること――が示されるなら、それは良いおとずれでしょう。


  では、どうすればいいのでしょう？この手紙の中に鍵となる句はあるのでしょうか？この一連の学びでは、各々の手紙をそれから取り出した特徴的な句にまとめようとしてきました。この手紙にそのような句はあるのでしょうか？すべてを解く鍵、キリストの偉大な勝利とその全き意義の中に私たちを導いてくれる鍵はあるのでしょうか？扉を開いて、使徒のいた立場に私たちを導いてくれる鍵は見つかるのでしょうか――キリストと比べたら、この世が与えうるものは何であれ、また自分の自由になりうるものは何であれ、安っぽくてつまらない無意味なものにすぎない、という立場に使徒は立っていました。私たちのために扉を開いて、このピリピ人たちが入った境地に私たちを導いてくれる鍵はあるのでしょうか？


  私はあると思います。一章二一節の最初の句に見つかると思います。「なぜなら、私にとって生きることはキリストだからです」。これこそすべてをとりこにするキリストの良い知らせです。キリストが実際に人をとりこにされる時、あらゆることが起きますし、何でも起こりえます。パウロやこの人々の場合もそうでした。キリストがまさに彼らをとりこにされたのです。彼らは生活の中でキリスト以外のものを思いませんでした。彼らには自分の仕事、商売、専門職、この世での様々な歩みや職業があったかもしれませんが、彼らにはすべてを支配する一つの思い、関心、興味がありました――それはキリストです。彼らにとって、キリストが万事の上におられたのです。キリストに置き換わる言葉は何もありません。キリストがまさに彼らをとりこにされたのです。


  親愛なる友よ――簡単なことに聞こえるかもしれませんが――これですべて説明がつくことがわかります。これにより、パウロ、この教会、この信者たち、彼らの相互の愛の説明がつきます。これにより彼らの諸問題はすべて解決し、彼らの困難はすべて片付きました。ああ、これこそ私たちに必要なものです！あなたや私がこのような人でありさえすれば！結局のところ、真にキリストのとりこであれば！これをうまくあなたに伝えることはできません。しかし、この真理を見た時――それを見、それを読み、それについて考えた時――私は感動を、名状しがたいものを覚えました。結局のところ、私たちのあらゆる問題の十分の九は次の事実のせいなのです。すなわち、私たちには他の個人的関心があって、それが私たちに影響を及ぼし、支配し、制御しているのです――生活の中にキリスト以外の面があるのです。キリストが実際に私たちを魅了し、とりこにし、支配して、私たちの頭から離れないほどになれれば！「わが魂の愛するイエスよ」と賛美歌作者が記した時、彼はこれを言わんとしていたのだと思います。さらに続けて彼は言います、「あなたはすべてにまさっておられることを私は知りました」。このような時、私たちは喜びに満たされます。「放棄」しなければならなくても悔いはありません。私たちは喜びに満ち、勝利に満ちます。敗北主義的精神は全くありません。これは偉大な勝利の喜びです。これは生活を征服するキリストの勝利です。そうです、これまでそうでしたし、そうであったからには、これは再現可能なのです。


  しかし、これには知的了解以上のものが必要です。私たちはあまりにも容易に要点を見失ってしまいます。私たちは言葉や思想を崇めるかもしれませんし、その美しい描写の前にひれふすかもしれません。しかし、ああ、私たちには自分をとりこにして自分の自己を一掃するものが必要です――自分の評判、自分に関連するいっさいのもの、自分自身の栄光を一掃するものが必要です。それは、私たちをとりこにするこの方だけを私たちが見るようになり、この方だけが誉れをお受けになって、私たちがその足下にひれふすようになるためです。これが福音、良い知らせです――キリストが真に人をとりこにされる時、この手紙にあるような出来事が起きます、本当に起きます。神の愛する御子が人生をとりこにしてくださるよう、主に求めませんか？


  



  第６章 コロサイ人への手紙


  このコロサイ人への手紙に来るにあたり、基礎を据えるために、この比類ない一章からいくつかの節を読むことにします。


  
    「そういうわけで私たちもまた、それについて耳にして以来、あなたたちのために絶えず祈り求めています。どうかあなたたちがあらゆる霊的知恵と理解力をもって彼の御旨を知る知識に満たされ、主にふさわしく歩んであらゆることで主を喜ばせ、あらゆる良いわざで実を結び、神を知る知識が増し加わりますように。また、あなたたちが神の栄光の大能にしたがってあらゆる力をもって強められ、何事も喜んで耐えかつ忍んで、御父に感謝するようになりますように。御父は私たちを光の中にある聖徒たちの嗣業にあずかるに足る者とならせ、私たちを暗闇の力から解放して、愛する御子の王国の中に移してくださいました。この御方にあって、私たちは贖い、罪の赦しを受けています。御子は見えない神のかたちであり、全被造物の長子です。なぜなら、天にあるものも地にあるものも、見えるものも見えないものも、位も主権も、支配も権威も、万物は御子にあって創造されたからです。万物は御子を通して創造され、御子へと至ります。御子は万物よりも先にあり、御子にあって万物は成り立っています。そして、御子はそのからだである教会のかしらです。御子は初めであり、死者の中から最初に生まれた方です。それは、すべてのことにおいて御子が第一の者となるためです。なぜなら御父は、御子の内に全豊満を宿らせ、その十字架の血を通して平和を造り、万物をご自身と和解させることを喜びとされたからです。御子を通して、言わば地にあるものも天にあるものもご自身と和解させられたのです。」（コロサイ一・九～二〇）
  


  さて、この御言葉は福音について語る上で良い基礎です――これが福音であることにどうか気をつけてください。これはみなパウロが「良い知らせ」と称しているものです。これがパウロが宣べ伝えたものです――「私が宣べ伝えている福音」。この手紙では、この「福音」という言葉は他の手紙ほどたくさん出てきませんが、一つ特別な点があります。その点は一章五節にあります、「……これはあなたたちのために天に蓄えられている望みのためであり、その望みについては、あなたたちは前に福音の真理の言葉の中で聞いています」、それから二三節「ただし、あなたたちは、ゆらぐことなく、しっかりと信仰の中にとどまり続けて、すでに聞いている福音の望みから移り行くことのないようにしなければなりません。この福音は」――ここで動詞形の同じ言葉が使われています――「天の下にあるあらゆる被造物に対して宣べ伝えられています」――言い換えると、「天の下にあるあらゆる被造物に対して『福音されて（gospelled）』『良い知らせされて（good newsed）』います」。


  緊急事態における良いおとずれ


  さて、良い知らせや良いおとずれはみな、それが際立ったものとなるには、それが安心、保証、慰め、感謝をもたらすような状況が存在していなければなりません。もしどうでもいいことなら、それは良い知らせではありません。たとえば、あなたの生活や心情と密接に結びついているだれかが非常に深刻かつ致命的な病に伏せっているとしましょう。あなたは医者の助けを求めます。あなたの上には不安という大変な重荷がのしかかっています。その病がどうなるのか、あなたにとって大問題です。永遠のように思われる時間の間、あなたは医者が来て説明してくれるのを待ちます。医者がやって来て、「大丈夫です、心配する必要はありません。すぐに良くなって、元どおりになります」と言ってくれるなら、それこそまさに良い知らせです。これは瀬戸際の問題です。なぜなら、あなたの心はこの問題に集中しているからです。かりに懸案中の重大な決定事項があって、それが何らかの形であなたの将来、経歴、人生に影響を及ぼすものだとしましょう。委員会が審議中の間、あなたは一体どうなるのか心中大いにはらはらしながら外で待っています。だれかが出て来て、「大丈夫です、あなたは仕事を得ました。内定です」と言うなら、それは良い知らせです。それによってあなたは大いに安堵します。激戦中の、当事者全員にとって重大な問題があったとしましょう。その激戦場からだれかが出て来て、「大丈夫です、問題ありません、私たちは突破しました！」と言うなら――なんと安堵することでしょう。これが良いおとずれです。それは私たちに触れます。それは私たちにとって意味のあることです。良い知らせが真に意味を持つためには、緊急事態的性質を帯びた状況が存在しなければならないのです。


  コロサイの緊急事態


  さて、パウロの手紙のほぼどの手紙でも、緊急事態が発生していました。パウロが大いに心にかけていた人々のクリスチャン生活に、脅威的性質を帯びた事態が生じていたのです。何らかの事態が起きて、それらの多くのクリスチャンたちは現実に懸念、心配、不安を抱いていました。彼らは現実の困難の中にありました。未来は怪しげに思われました。このような緊急事態に対応するために、パウロは数々の手紙を書きました。そして、そのどの手紙でも、パウロはこの「福音」という言葉や「良い知らせ」という言葉を用いています――緊急事態のための良い知らせ、危機的状況のための良いおとずれだったのです。


  このコロサイ人への手紙では特にそうです。コロサイの信者たちの間で、実際に緊急事態が進行中だったのです。しかし、その緊急事態は時に応じて異なる形を取る同じ緊急事態でした――この緊急事態はその独自の形で今日も存在しています。その結果はこうでした――ある人々がいて、その人々は自分たちのことをとても知識があって、賢く、知的で、教養があると思っていました。彼らは神秘的な多くのものにのめり込み、自分たちの高尚な観念や理論をこのクリスチャンたちに押しつけようとしていたのです。それはみな生活にかなり関係するものでした。


  まず第一に、それが何よりも目的としていたのは、まさにこの創造された宇宙の意義そのものでした。さて、それはもちろん哲学的推論の部類だったかもしれません。しかしご存じのとおり、それはある意味において、クリスチャンの心に大いに訴えかけるものでした。万物には目的があるのでしょうか？万物は機械的行程を辿っているだけなのでしょうか、それとも、人の幸福に敵対している何らかの神秘的な諸権力によって運営されているのでしょうか？この創造された世界の背後には、何か実際に目的があるのでしょうか？これをさらにもう一段推し進めると、万物には目的があるのでしょうか？遅かれ早かれ、クリスチャンたちはこうした数々の問題に直面します。強制、試み、圧迫、艱難の下で、わけがわからなくなることが時々あります。宇宙は支離滅裂で、謎や背理や矛盾に満ちているように思われます。そして、そのことで私たちは惨めな時を過ごすのです。宇宙に計画はあるのでしょうか――この宇宙、人類史、あらゆる出来事の中で、神は本当に万物を支配しておられるのでしょうか？結局のところ――十分には理解されていない言葉を用いると――万物に対する、また万物における摂理なるものはあるのでしょうか？――つまり、万物は共に計画や目的にしたがって働いていて、偉大なる神聖で有益な結末を迎えるのでしょうか？


  さて、この人々はそうした問題について論じていました。そして、コロサイのクリスチャンたちはこれによって大いに妨げられたのです。


  次に、これはクリスチャンとしての彼ら自身の存立基盤に迫りました。それは神の子供としての彼らの生活そのものに触れたのです。さて、こうした数々の問題――神聖な目的、神聖な模範、神聖な摂理の存在という問題――について、この世界でだれよりも堅く確信していなければならないのはクリスチャンです。まさにクリスチャン生活そのものが、これがそうであるかどうかによって影響を受けます。こうした問題に対する答えを持っているなら、私たちは確信、自信、安息、力、証しを持ちます。この全宇宙の意義、宇宙の秩序と目的、宇宙の計画と統治、人類史のあらゆる出来事を支配している摂理――こうしたことはクリスチャンにとって大いに身近な問題です。こうした問題について少しでも疑問を持つなら、私たちのキリスト教は無に帰し、私たちの足下の土台もすべて崩れて、私たちは自分がどこにいるのかわからなくなってしまいます。


  これがコロサイにおける非常事態でした。クリスチャン生活そのもの、教会生活そのものが脅かされていたのです。そして、その生活が脅かされていたということは、その成長が脅かされていたということでもあります。教会とクリスチャンの霊的成長というこの問題全体がこれにかかっていました――成長、発展、成熟がこれにかかっていました。これが脅かされるとき、何か他のものも脅かされることになります。すべては分解してバラバラになってしまうでしょう。その合一や結合は崩壊してしまうでしょう。すべては粉々に散らされてしまうでしょう。それゆえ、教会とクリスチャンの希望そのものが打撃を受けるでしょう。クリスチャンたちの希望や運命が打撃を受けるでしょう。これらは小さな問題ではありませんし、非現実的問題でもありません。こうした問題は時として身近に迫って答えを要求することがあります。


  この状況に対する答え


  さて、パウロがこの手紙を書いたのは、この状況全体に応じるためであり、こうした深刻な疑問や問題にすべて答えるためでした。クリスチャンたちを強め、確立し、支え、励ますためでした。そして、パウロはこれを「良いおとずれ」と言っていますが、まさにそのとおりです。こうした問題に対してことごとく答えを与えることができるなら、それはまさに良いおとずれではないでしょうか？それこそ「福音」です！主イエス・キリストの福音はこの宇宙の果てにまで及び、この宇宙の境界内にあるすべてのものを網羅することがわかります――人類の歴史、人類の出来事、世界の出来事、物事の行く末や計画や目的を含んでいます。福音はそれらすべてにことごとく触れるものなのです。


  そこでパウロはこの問題に答えます。しかも、この問題全体に対して一言で答えます。パウロの答えはキリストです。キリストが答えです。この答えはもっぱら三章十一節の最後の句にあります。「キリストはすべてであり、すべての中におられます」。キリストがこの土台をすべて網羅しておられるからには、キリストが「すべて」であるこの「すべて」はなんと途方もないものなのでしょう！キリストはこうした大変な問題すべてに救いの手を差し伸べて、喜んで応じてくださいます。そうであるからには、キリストはなんという御方なのでしょう！すべてを含む事実を使徒はこの手紙の中で強調して分類しつつ述べています。使徒はこれを多くの節で述べていますが、この一つの文章にすべてをまとめています。これに対する答えはキリストです。キリストこそ人類史のあらゆる出来事に対する解き明かしです。キリストはこの宇宙の解き明かしであり、キリストはこの宇宙に性格を与えます。キリストはこの宇宙の出来事の全行程の背後におられます。キリストは万物を統合する御方であり、この御方にあって万物は共にまとまっています。


  「キリストは終わりです、キリストは初めであられたがゆえに。
 　キリストは初めです、終わりはキリストであるがゆえに。」


  この答えが満足のいくものである証拠


  しかし、おそらくあなたは言うでしょう、「パウロはこのように断定的に述べて全く問題がなかったのでしょうが、その証拠は何でしょう？」。その証拠はきわめて現実的なものです。こう言わなければなりません。もし何かの証拠を求めているなら、私たちはどこか間違っているのです！私たちが答えであるべきであり、証拠であるべきなのです。なぜなら、これを証しするものはまず第一に、神の子供の個人的な霊的経験だからです。あなたはお望みなら、しばしの間この巨大な宇宙を離れて、自分自身の生活という小さな宇宙に戻ることもできます――なぜなら、結局のところ、小宇宙で真実であるものは偉大な宇宙的領域で真実であるものの反映にほかならないからです。神は周囲から証拠を取ってきて、それを個人的クリスチャン生活の中心にもたらされます。答えはそこにあります。真に再生された神の子供の経験はどのようなものでしょう？


  さて、これによりあなたは自分が再生されているかどうかを試すことができます。神に感謝すべきことに、あなたたちの多くは「そうです、私は実際にそれを経験しています」と言えると思います。しかし、あなたにお尋ねします、真に再生された神の子供としてあなたは何を経験しているのでしょう？あなたが実際に主のもとに行くとき――どんな言い方をするにせよ――イエスを自分の心の中に、自分の生活の中に迎える時、あるいは自分の人生を彼に明け渡す時、彼と取り引きを交わす時、新生によりあなたは神の子供になります――「秘跡」を受けることによってではなく、彼の御霊の内なる働きによってです。あなたが生ける意識的な形で神の子供になった時、最初に意識にのぼったもの、そしてそれ以来ずっと残っているものは何でしょう？


  それはこういうことではなかったでしょうか？「今や人生には目的があります。この目的を以前は知りませんでした。物事には目的があります。今、私にはこの感覚があります――まさに私は知っているのです――私はこの世界にただ生まれて成長してきただけではありません。その背後にはある目的があったのです」。物事には計画があります。あなたはある感覚を持ちます――あなたはこの感覚やその意味するところを全く説明できないかもしれません――しかし、「自分の存在目的に到達した」という感覚、あるいは少なくとも「自分の存在目的が実現しだした」という感覚を、今やあなたは持ちます。そうではないでしょうか？主イエスが最終的にあなたの心の中でご自身の地位につかれる時、人生の大問題に答えが与えられます――自分の存在「理由」という大問題に答えが与えられます。それまで、あなたは思い惑い、あらゆる種類のことを行い、時間を費やして、心と知性と手腕を動員しますが、その目的が一体何なのかあなたにはわかりません。あなたは満ち足りた生活、実に満ち足りた生活を送っているかもしれません。キリスト抜きでです。しかし、結局のところ、「これは一体何のためなのか？」というこの問いにあなたは答えられないのです。


  このような満ち足りた生活を享受した一人の人がいました。その人は学会でとても有名になり、知的世界の偉人でしたが、死に際に叫びました、「恐ろしいことに私は暗闇の中に落ちつつある」と。この問題に対する答えを彼は持っていませんでした。しかし単純な神の子供は、主のもとに来るやいなや、意識の中にその答えを得ます。それは解き明かしではないかもしれませんが、その人の心の中にあるものであって、いわゆる「安息」なるものです。「わたしのもとに来なさい」とイエスは言われました。「わたしはあなたに安息を与えます」（マタイ十一・二八）。安息とは次のようなものです、「私はさまよっていましたが、いま家に着きました。私は探し求めていましたが――見いだしました。私は何かを求めていました――それが何か私にはわかりませんでした――しかし、いま私はそれを持っています」。この宇宙には目的があります。イエス・キリストがご自身の地位につかれる時、この手紙が述べているように、あなたは自分の宇宙には目的があることを知り、他の人についても、もしその人がこの道に至りさえするなら、その人の宇宙にも目的があることを知ります。


  目的だけでなく、それ以上のものがあります――統治です。自分が統治下にあること、自分が支配下に置かれたことを、神の子供はすぐに自覚し始めます。意識の中に統治の法則が設けられたこと、その法則は指示を与えるものであることを自覚し始めます。この法則は一方において「然り」と言います。大いなる自由の輝かしい「然り」です。他方において、「否――注意して、たゆまず、見張れ！」と言います。私たちはみなこれを知っています。こうした言葉を耳にするわけではありませんが、これが自分の心の中で語られていることがわかります。内なるキリストの御霊が、「自分の歩みに注意しなさい――注意して、見張っていなさい」と言っておられるのです。私たちは統治下に入りました。これは多くの形で人生全体に及びます。しかし、これは大いなる現実です。この宇宙は統治下にあり、支配下にあります。キリストがご自身の地位につかれる時、その証拠は私たち自身の生活の中に見いだされるようになります。これは将来の代々の時代に拡張することができます。その時、全宇宙はキリストの統治下でこうなるでしょう。


  次に再び、「御子にあって万物はまとまっています」。クリスチャン生活の素晴らしい点は、それがまとまっていることです。あるいは別の言い方がよければ、統一がとれていることです。キリストがご自身の地位につかれる前、私たちはなんと散り散りに別れていたことでしょう！私たちは「あらゆる場所に散って」いました――次々に違うものを求め、色々な道を見つめていました。心はバラバラで、生活も分かれていました。自分自身も分裂していて、自分自身の人格の間に争いがありました。主イエスが内側で真に主としての地位につかれた時、生活は統制がとれたものになりました。私たちは共に集まり、落ち着いて、一つの事に集中しました。眼中にあるのはただ一つの事だけです。パウロが自分について述べたことが実現します、「この一つの事を私は励んでいます……」（ピリピ三・十三）。私たちは「一つの事」の民です。キリストは生活を統合してくださるのです。


  神の子供の生活についてはどうでしょう？主イエスが正当な地位についておられる時、神の子供の生活は守られ、確立され、堅くされ、成長します。霊的に成長して成熟に達します。これは素晴らしいことです。もしクリスチャンの生活の中でこれが事実となっていないなら、何かもっともな理由があるはずです――悪い理由があるのです！――しかし、主イエスが真に生活の中で「すべてのすべて」となっておられるなら、もし彼が「あらゆることで第一位を得て」おられるなら、素晴らしいことに霊的成長を見ることができます。若いクリスチャンたちと大いに関わっている人々や、彼らに対応する経験に長けている人々は、きわめて印象的な事実の一つを見いだしました――なんと、主イエスがご自身の道を獲得されるだけで、彼らは霊的に前進し、成長するのです。学者たちの多くが見過ごしていたように思われる理解や知識に彼らは達しました。彼らは真の霊的理解力に到達したのです。他の人々が別の方法――知的方法など――で進もうとしている間、この若者たち――彼らの大半は知的・学問的訓練を受けたことがなく、彼らはただの単純な人々です――は霊的に飛び越していきます。


  このように霊的知性と理解力において成長することは、いかなる天然のものにもよりません。イエスがこのように大きな地位を獲得されるとき、霊的理性と理解力が生じます。イエスはあらゆる霊的知識の源、中心、総計です。それに対して、たとえ学問の領域で多くのものを獲得して幾つもの資格を得、その領域で大きな事業を行ったとしても、主イエス・キリストの基本事項すらわからないという事態に陥るおそれがあります。それが一体何なのかわからず――全くついていけないおそれがあります。これは悲しむべきことですが、事実です。そうです、主のことについて話せないクリスチャンたち、真のクリスチャンたちがいます。成長する唯一の道は、主イエスに地位を与えることです。完全に、問答無用で与えなければなりません。


  次に、将来についてです。御言葉が述べているように、この宇宙の運命は主イエスと共にあり、その運命は宇宙的栄光です。しかし、これはたんなる麗しい観念、魅惑的展望ではないでしょうか？どうすればこれを証明できるのでしょう？自分自身の心によってです！これまで考えてきた他の事柄同様、主イエスが真にご自身の地位につかれる時、あなたはこの栄光の前味わいをするのではないでしょうか？クリスチャン経験を持たないクリスチャンなどというものは、だれも理解できません。しかし、現にそのようなクリスチャンがいます。これはたんに素晴らしい時を過ごすということだけではありません。内側から湧き起こってくるものです。それは将来実現する栄光の前味わいです。私たちは自分自身の霊的経験から、この途方もない数々の問題すべてに対する答えを持っているのです。


  教会の証し


  しかし次に、使徒は教会に移って、教会について語ります、「御子は教会のかしらであり（中略）死者の中から最初に生まれた方です」（コロサイ一・十八）。イエスはこの途方もない数々の問題に対する答えですが、この事実、偉大な事実を、教会はどのように証しするのでしょう？良かれ悪しかれ教会はこの答えを与えている、と私は思います。


  良い意味で教会は答えを与えています――とはいえ、本来そうあるべきほどではありません――教会は次のような形で答えを与えています。すなわち、結局のところ（二千年もたったのに！）、教会は依然として存在しているのです。考えてみてください。敵意と憎しみと殺人の勢力が、幼い教会に押し寄せました。史上最大の帝国が教会を一掃しようと決意していました。結局のところ、消滅したのは帝国の方です。教会は存続します。また、次の事実についても考えてみてください。それ以降何世紀にもわたって、あらゆるものが教会を終わらせて破壊しようとしてきましたし、今もそうしています。ああ、歴史を読み違えるほど人が盲目でなければ！もし今日の世界の列強、巨大な王国、大帝国が正しく歴史を読み解いていれば、自分たちが全く空しい任務、まさに愚者の任務についていることがわかったでしょう。この地上からイエスの証しを滅ぼそうとするとはとんでもないことです。滅びるのは彼らの方です。


  そうです、教会がいつまでも存続し続けることこそ、これが真実である証拠です――イエス・キリストはこの宇宙の鍵であり、こうしたあらゆる問題に対する答えです。言っておきますが、教会はしかるべき明確な答えを与えているわけではありません。もし教会が当初のまま進み続けていたなら、それはなんという答えになっていたことでしょう！


  しかし、教会は良い意味で答えを与えているだけでなく、悪い意味でも答えを与えています。まさに次の事実によって、教会は悪い意味で答えを与えています。すなわち、教会はかつてはこの世に対して勝利のうちに立ち、数々の嵐に打ち勝って耐えてきたのに、今ではその中心である主イエス・キリストから外れてしまい、主の絶対的頭首権や主権に代わる諸々の代替物を取り込んでしまいました。教会の主要な関心事はそれ以外のものになってしまいました。その結果は崩壊、分裂、その他のあらゆることです。そうです、教会は否定的な意味で答えを与えているのであり、このような状態の時は常にそうなります。


  はっきりさせましょう、真理が崩壊したわけではありません。もし真理があなたにとって問題になるなら、それは真理に問題があるからではありません。真理と教会の間に問題が生じたのと同じように、真理とあなたの間にも問題が生じたからです。問題は真理にあるのではなく、真理を代表しているはずのものにあります。イエス・キリストの頭首権に代わる諸々の代替物――人であれ、施設であれ、宗教的関心であれ、クリスチャン活動であれ、何であれ――が主イエスご自身の地位に割り込んで来るなら、他ならぬ不一致や分裂を招きます。もっと積極的な言い方をすると、人々や指導者たちや他のすべての人が、「これを見てください、私たちの施設、私たちの務め、私たちの組織、キリスト教における私たちの関心はみな、イエス・キリストの絶対的主権に服さなければなりません」と言いさえするなら、一致が生じて一つになることがわかるでしょう。私たちはみな、この基礎の上で、共に流れて行かなければなりません。それをすべて癒すのは彼の主権の強力な潮流です。


  海辺に降りて行ってごらんなさい。引き潮の時、堤防はみなむき出しになって、海岸線を幾つもの区画に分けます。しかし、潮が満ち始めると、海岸線を分けていた防波堤は姿を消し始めます。満潮の時に戻って来ると、海岸線を分けるこうした防波堤は何一つ見えません。満ち潮が堤防をすべて沈めてしまったのです。キリストがすべてのすべてとなって、「あらゆることで第一位を得る」時、霊の命の干潮や引き潮に属するこうしたものはみな、まさに姿を消します。その証拠は教会にあります。


  グラハム博士の祖国を最近訪問した時、私たちはこれを少しばかり味わいました。そこには、一つの燃えるような情熱がありました。人生の始まりにあたってキリストにその地位についていただきたい、という情熱です。すべての異なる派がこのような願いを抱いていることがわかりました。隔て、「防波堤」、部門的なものはどこにいったのでしょう？そうしたものはなくなって、「キリストに生活の中でご自身の地位についていただかなくてはならない」という願いの高潮の下に沈んでしまいました。これがたった三ヶ月しか続いてはならない理由が何かあるでしょうか？一年のうちたった数日の大会期間中しかこれを経験してはならない理由が何かあるでしょうか？いいえ、ありません。キリストがこのような地位につくことを、神は常に願っておられます。その鍵はまさにこれです――キリストはすべてのすべてであるということです。


  なぜこの手紙では福音に対する言及が「福音の望み」という強調点だけに限られているのか、おそらく今その理由がわかったのではないでしょうか？そうです、「福音」や「良い知らせ」という言葉が登場するのは、「良い知らせの望み」というこの文脈においてだけです。福音の望みは、イエス・キリストはすべてのすべてであることにあります。望みはひとりの御方であって、私たちの内にある抽象的性質ではありません――「希望に満ちること」ではありません。それはせいぜい定期的に訪れる移ろいやすい楽観主義にすぎません。ここの望みとはひとりの御方です。この良い知らせの望みは、彼があらゆることで第一位を得られることです。ここにこそ、あなたの望み、私の望み、教会の望み、この世の望み、宇宙の望みがあります。これが福音の望みです。


  



  第７章 テサロニケ人への手紙


  
    「……私たちの福音があなたたちに伝えられたとき、それは言葉だけによるのではなく、力と聖霊と強い確信とによりました。」（一テサロニケ一・五）


    「あなたたちが知っているように、私たちは、先にピリピで苦しめられ、辱められましたが、私たちの神によって大胆になり、激しい戦いのうちに神の福音をあなたたちに語りました。」（二・二）


    「……私たちは神によしとされて、この福音を託されました……」（二・四）


    「……あなたたちを愛情をもって慕っていたので、私たちは神の福音だけでなく自分自身の命をもあなたたちに喜んで与えようとしました（中略）なぜなら、兄弟たちよ、あなたたちは私たちの労苦と努力を覚えておられるでしょう。私たちはあなたたちのだれにも負担をかけまいと、夜も昼も働きながら、あなたたちに神の福音を宣べ伝えました。」（二・八、九）


    「私たちは（中略）私たちの兄弟で、キリストの福音における神の奉仕者であるテモテを遣わしました……」（三・一、二）


    「……主は神を知らない者たちや、私たちの主イエス・キリストの福音に従わない者たちに報復されます……」（二テサロニケ一・八）


    「……神が私たちの福音を通してあなたたちを召されたのはそのためであり、私たちの主イエス・キリストの栄光を得させるためです……」（二テサロニケ一・八）
  


  この二つの手紙では福音が大きな地位を占めていることがわかります。私たちは今、この福音の真の意味を見いだそうと努めることにします。すなわち、この二つの手紙とテサロニケの信者たちの観点から、この良いおとずれの本質的意義を見いだそうと努めることにします。テサロニケのこの信者たちの霊的歴史、生活、状態を見るなら、理解の助けになるでしょう。


  テサロニケのクリスチャンたちは模範である


  一目見るだけで、パウロがどれほど彼らを特別に評価していたのかがわかります。パウロは次のような言葉を繰り返し用いています。「私たちはあなたたち全員のためにいつも神に感謝しています」。第一と第二の両方の手紙で、彼はこのように語っています（第一の手紙一・二、 第二の手紙一・三、二・十三）。「私たちはあなたたちのために神に感謝しています」。次に、パウロは彼らに対してとても素晴らしいことを述べます。これは今回の考察で私たちに明確な導きを与えるものです。第一の手紙一章七節で彼は言います、「あなたたちはマケドニヤとアカヤの信者全員の模範となりました」。主の民の一団についてこう述べるのは大そうなことです。直ちにこう尋ねずにはいられません、「どのようにして彼らは模範になったのでしょう？」。彼らは直接ここで述べられているようにマケドニヤとアカヤ全域で模範になっただけではありません。というのは、この二つの手紙が今日まで残っているからです。ですから、彼らは主の民全員の模範だったのです。彼らが真に模範だったからには、彼らに関するかぎり福音には何か重大な意義があったにちがいありません。福音は彼らの間でとても特別な形で表されたにちがいありません。ですから、彼らはどのようにして「すべての信者の模範」になったのか？というこの問いに答えようと努めることにします。


  純粋な霊と清い心


  第一に、まさにこの一章の中にその答えが見つかります。彼らは福音を真摯に受け入れたのです。「私たちの福音があなたたちに伝えられたとき、それは言葉だけによるのではなく、力と聖霊と強い確信とによりました」。また、「あなたたちが私たちの説いた神の言葉を聞いた時、あなたたちはそれを人の言葉としてではなく、神の言葉として――事実そのとおりなのですが――受け入れてくれました」（二・十三）。さて、これが見せているのは、とても鮮やかなスタートです。このテサロニケの信者たちの立場に達するには、彼らにおける福音のあの表れを持つには、すべての信者の模範になるには、鮮やかなスタートを切ることがとても大事です。


  私たちの場合、もちろん、クリスチャン生活をかなり送ってきたにもかかわらず、このような模範的信者になっていないなら、自分の歩みを過去に遡って調べなければなりません。道を誤った地点から再出発するためです。ガラクタを片付けて、ある地点からすべてやり直さなければなりません。しかし、最近スタートを切った若いクリスチャンたちのことも私は想定しています。あなたたちはまさに出発点にいます。私たちはあなたたちのことを大いに案じています。なぜなら、信者全員の模範とは到底言えない多くの年配クリスチャンたちに、あなたたちは出会うかもしれないからです。こんなことを言わねばならないのは残念ですが、これは大いに真実です。あなたたちにはそうなってもらいたくありません。模範的クリスチャンになってもらいたいのです。使徒パウロがもしここにいたなら、「私はあなたたちのために神に感謝しています」と彼に言ってもらえるクリスチャンになってほしいのです。もしそう言ってもらえるなら素晴らしくないでしょうか？「彼のために神に感謝します！彼女のために神に感謝します！この人やあの人と接触を持つようになったことを神に感謝します！私は彼らのためにいつも神に感謝しています――彼らはクリスチャンのあるべき姿の見本です！」。


  さて、これが主の願いであり、あなたたちに対する私たちの願いです。そして、これは自分自身に対する私たちの心からの願いであるにちがいありません。たとえうまくいっていなくても、望みを捨てないようにしようではありませんか。私たちのために依然としてだれかが感謝をささげているかもしれませんし、私たちは模範になっているかもしれません。何らかの事柄で、多かれ少なかれ、このテサロニケの信者たちに言えたことが私たちにも言えるかもしれません。パウロはここで、「あなたたちは私たちに倣う者となりました」と述べています（一テサロニケ一・六）。主は私たちを助けてこのような模範にしてくださいます。少なくとも何らかの点で、霊的高慢に陥ることなく、「私たちに倣ってください」と他の人々を招ける者にしてくださいます。


  さて、そうなるには、鮮やかなスタートを切る必要があります。パウロが良いおとずれを宣べ伝えるのをこのテサロニケ人たちが聞いた時、彼らの思いと心に偏見がなかったことは明白です。もし彼らに少しでも偏見があったなら、もし彼らが自分の頭の中でこの問題にすでに決定を下していたなら、あるいは一定の立場にすでに達していたなら、彼らは別の結論に達していたでしょうが、彼らにはそんなことはありませんでした。彼らの心は最初から開かれており、神からのものは何でも受け入れる用意ができていました。そのおかげで神からのものを見分ける能力を得たのです。あなたがもし偏見をもてあそんでいるなら、すでにそれについて判断を下しているなら、すでに決まった立場に達しているなら、あなたはあることが神から出ているのかどうか決してわからないでしょう。もしあなたが自分の頭の中で決着をつけていて自分の心を閉ざし、疑いや恐れを抱いて、すでに聖霊の働きを妨げているなら、あなたはあることが神から出ているのかどうか決してわかりません。あなたは心を開き、思いを開き、疑いや偏見から逃れて、次のような姿勢で用意していなければなりません。「さて、もし主からのもの、神からのものが何かあるなら、私にはそれを受け入れる用意があります。誰から来るか、どのように来るか、どこに来るかは問題ではありません。もしそれが神からなら、私にはそれを受け入れる用意があります」。このような姿勢から、聖霊が証しできる気質が生じます。そして、主は御業をなせるようになるのです。


  さて、これから見るように、これこそまさにテサロニケ人たちの姿勢でした。彼らは御言葉を確かに多くの艱難の中で受け入れましたが、それを人の言葉としてではなく神の言葉として受け入れました。彼らは純粋な霊を持っていました。そのおかげで、「これは正しいことです。これは神から出ています！」という感覚を持ったのです。これは良いスタートでした。前に述べたように、私たちの中には後戻りして再びやり直さなければならない人がいるかもしれません。この文章を読んでいる読者の方に申し上げます。あなたたちの中にはクリスチャン生活を長年送ってきた方もいるかもしれませんが、「親愛なる友よ、あなたがこれまで歩んできた道のどこかで、もしあなたが偏見や疑いの影響を受けてそれに感染していたなら、あなたは神からのものをこれ以上何も受けないように扉を閉ざしてしまったのです」。これをはっきりと理解しようではありませんか。確かに次の言葉は真実です。


  
    「主は御言葉から解き放つべき


    　さらに多くの光と真理を持っておられます。」
  


  主が御言葉から示せることを、私たちは依然としてすべて見たわけではありません。しかし、主がそれを示せるのは、純粋な心に対してだけです。「心の清い者は（中略）神を見るでしょう」（マタイ五・八）。


  ですから、このテサロニケ人たちは最初から純粋な霊を持っていました。


  相互性と成熟


  彼らに関して次に注目すべき点は、彼らは真摯に福音を受け入れた後、相互に愛し合って成熟に至ったということです――相互性と成熟は常に同行します。この二つの手紙の両方で、使徒がおそらく他の何ものにもまして述べているのは、この信者たちの間のこの素晴らしい愛です。「あなたたち一人一人の愛が、お互いの間で増し加わっています」（二テサロニケ一・三）。使徒は手紙の中でずっと彼らの相互の愛について語ります。そして、それには霊的成長が伴っていました。愛は常に建て上げることがわかります（一コリント八・一）。この種の愛、相互の愛は、常に霊的増し加わりを意味します。これを逆の観点から見るなら、これがいかに真実なのかがわかります。偏狭で、個人的で、狭量で、利己的で、分離している、個々のクリスチャンや、群れや、クリスチャンの団体――排他的で、閉ざされており、すべての聖徒に対する広く開かれた愛を持っていない――は、なんとちっぽけで、なんと束縛されていることでしょう。これは真実です。この互いに対する相互の愛の中で、そして成長して増し加わる互いに対する愛の中で、霊的成長が生じるのです。これを忘れてはなりません。自分自身の心の霊的成長、自分自身の生活の霊的成長、他の人々の霊的成長をもしあなたが気遣っているなら、霊的成長は愛、相互の愛という線に沿ったものであり、まさにあなたこそそれを始めるべき人なのです。相互性と成熟は常に同行します。


  苦難と奉仕


  それから第三に、彼らは苦難と奉仕という特徴を帯びていたことがわかります。これはまさに素晴らしい神聖な組み合わせです。それは何か天然的ではないものです。使徒はこれについて多くのことを述べました。この二つの手紙の中に出てくる「苦難」という言葉に下線を引いて、彼らの苦難や苦しみに関する使徒の言及に注目すれば、それがわかります。彼らは「大きな苦しみの中で御言葉を受け入れました」（一テサロニケ一・六）。使徒は彼らの諸々の苦難について語り、それらの苦難について描写します。使徒が言うには、テサロニケの人々はユダヤにいる兄弟たちと同じ線に沿って、そして同じ理由のために苦難を受けていました。


  さて、ユダヤで、つまりユダヤ人の国で、クリスチャンたちがどのように苦しんでいたのかはご存じでしょう。キリストご自身、ユダヤ人の手によって苦しみを受けました。ステパノはユダヤ人の手によって殉教しました。教会はユダヤ、エルサレムで最初の迫害を受け、ステパノの件で起きた迫害によって広く散らされました。パウロは言います、「今、あなたたちはそのように苦難を受けているのです」と。明らかに、テサロニケには多くの迫害、多くの反対がありました。脅迫やあらゆる種類の困難がありました――おそらく、クリスチャンたちが商売したり職を得るのは非常に困難な状況だったでしょう。なぜなら、このキリスト教やこのクリスチャンたちを受け入れる余地のない人々が商売を握っていたからです。


  しかし、こうしたあらゆる厳しい苦難や「多くの苦しみ」にもかかわらず、彼らは内省的になりませんでした。内省は苦難の時に陥りやすい危険です。もしあなたが不満、反対、迫害を忍んでいるなら、あるいは最高の仕事が他の人に与えられたりするなら、自然に自分に向かい、自分をとても気の毒に思い、自分の問題を顧み始め、自分のことで精一杯になってしまいます。しかしここでは、苦難は奉仕につながったのです。


  使徒が言うには、御言葉が彼らから出てマケドニヤとアカヤの全域だけでなく国中に広がりました（一・八）。彼らの苦難――それはどんな結果をもたらしたのでしょう？苦難によって彼らは外に向かい、「私たちと同じように必要を抱えている人、苦難の中にある人が至る所にいます。その人々のために自分たちに何ができるのかを考えましょう」と言いました。これこそ福音に応答する方法ではないでしょうか？これは栄光の福音を物語るものです！福音はテサロニケの人々にとって大いに良い知らせでした。それゆえ、福音は彼らの上に影響を及ぼして彼らを解放したのです。どん底の苦しみの中にある彼らを自己憐憫から完全に解放したのです。これを心に留めましょう。


  忍耐と希望


  さらに、使徒は彼らの「忍耐と希望」について語ります（一・三）。これがまさに意味するのは、彼らは簡単には諦めなかったということです。ご存じのように、これは何か値打ちのあることです。困難にある時、すべてのものや人があなたに反対します。諦めるのはとても簡単です――諦めて、競争から脱落し、戦いに降参して、「どうにもなりません――何もかも諦めてしまった方がましです」と言うのはとても簡単です。しかし、テサロニケのクリスチャンたちは違いました。彼らには忍耐と希望がありました。彼らは簡単に諦めたりせず、「やり抜き」ました。彼らには希望があったのでやり抜けたことがわかります。


  「すべての信者の模範」だったのはこのような人々でした。模範的クリスチャンの構成要件をすべて彼らの中に見ることができます。そして、それらの要件は福音の真の特徴です。福音は困難の中にあるクリスチャンのためのものなのです！福音は救われていない人のためのものであるだけでなく、困難や苦難の中にあるクリスチャンのためのものでもあります。福音は依然として良い知らせです。福音の中にあるこの「良い知らせ」の要素を失うなら、もし福音が私たちに対する「良い知らせ」としての切れ味を失うなら、私たちは古びてしまうでしょう。「それなら何でも知っています」という心境になってしまうでしょう。もしあの感覚を失うなら、問題がやって来る時、私たちは降参してしまうでしょう。しかし、主イエスは私たちにとって依然として全世界・全宇宙で最大の御方です。私たちを救うこのような知識に到達するなら、その時、私たちは切り抜けることができます。


  気質による困難


  さて、困難は常に私たち自身の気質に呼応します。つまり、私たちがどのような者なのかが、私たちの受ける試練の性質を決めるのです。テサロニケ人たちの場合もそうでした。あなたの性質がある特定のものでなければ、何があってもあなたにとっては試練ではなかったでしょう。何かがあなたにとって試練だったとしても、私にとっては全くそうではないかもしれません。あるいは、逆のこともあるかもしれません。私にとっては恐るべきもの、私を殴打して転倒させてしまうものでも、他の人々は平然と通り過ぎて、「あの人は何でこんなに大騒ぎしているのだろう？」と不思議に思うかもしれません。私たちの問題や試練の大部分は私たちの性質から生じるのです。


  さて、これを理解していただきたいと思います。このテサロニケの信者たちは、徹底的だったからこそ、特別な試練を受けました。これは常にそうです。もしあなたが徹底的でなければ、徹底的な困難には遭いません。多かれ少なかれ、容易に切り抜けられるでしょう。もしあなたが徹底的なら、徹底的な困難に遭うでしょう。あなた自身の性質や気質から、ごく自然にそれらが生じるでしょう。


  さて、ご存じのように、人の性質や成り立ちは様々な形で形成されます。一般的に、私たちはみな似ていません。これはかえって好都合です！しかし、人の性質の大部分はいくつかの異なる種類――いわゆる気質――に分類できます。主として、七つの異なる気質、人の性質に関する七つの分類があります。それを詳しく扱うつもりはありませんが、この問題にはとても有用な一つの点があります。このテサロニケ人たちは明らかに「実際的」気質の持ち主でした。彼らが特別に受けた苦難の厳しさは、大部分、彼らがそのような人々だったからです。もちろん、「他の人々は苦しまない」という意味ではありません。他の人々は別の形で苦しみます。


  実際的気質の人の生活基準は、手っ取り早い直接的な利益であることがわかります。お金になるものをすぐに見つけずにはいられないのです！これは商売気質であり、商売人の気質です。この気質の人を支配している原則は、手っ取り早く成功を収めることです。「成功」が実際的気質の人のモットーです。成功が後に続きます。成功を収めること――この特別な気質の人にとってはこれが偶像なのです。


  この気質の人々にとって、感情はあまり大事ではありません。この人々は感情のために立ち止まれません。彼らにとって実際的でないものは、たんなる「感傷」と見なされます。彼らはもちろん感傷的ではありません。しかし、このような形でマルタはマリヤに反応しました。マリヤは感傷に耽っていたわけではないのに、「マリヤは感傷に耽っている」とマルタは思いました。マルタはあまりにも実際的だったからです。また、この性質の人の内には想像力がほとんどありません。どんな繊細な気持ちにもズカズカと踏み込みます。立ち止まって、「自分が言ったことを人々はどう感じるだろう」とは考えません。ひたすら先に進み続けます。


  そして次に、この気質の人は時として恐ろしい過ちを犯します――状況を混乱させます。例えば、この気質の人は知的好奇心を深遠さと勘違いします。なぜなら、知的好奇心のある人は際限なく質問せずにはいられないからです。「実際的な」人々は常に質問攻めにします。質問、質問、質問です。あなたを質問攻めにして、それを霊的深遠さの証拠だと思います。「自分は事の表面的価値しか見ていないのではなく、大いに実際的であって、しかも深いのです」と思います。しかし、知的好奇心と深遠さとは全く別です。両者を混同するおそれが大きいのです。


  さて、このテサロニケ人たちとこの福音の効果について理解したいと思います。いま私が述べたことと照らし合わせるなら、彼らの描像を描けるのではないでしょうか？彼らは迅速に応答しました。とても実際的な形、とても徹底的な形で応答しました。数ある重要な主題のうち、彼らが反応した主題の一つは主の再来でした。まさに冒頭でパウロは言います、「あなたたちは偶像から神に立ち返り、生ける真の神に仕えるようになり、天からの御子を待つようになりました」（一・九、十）。この主の再来は彼らにとって一大事でした。そして彼らは、「主の再来はすぐに、自分たちが生きている間に起きる」と結論を下しました。彼らは福音に対してこのように実際的に応答し、それはそれなりに良いことでした。しかしご存じのように、パウロのこの二つの手紙のほとんどは、この応答の誤りを正すために費やされています。


  さて、彼らはこの件で問題に陥ったことがわかります――彼ら自身の気質から生じた問題です。彼らはこう自問しました。「主は来られます――『主は来られる』という話を私たちは聞きました。私たちは『主の再来は近い』という知らせを受け入れて、いつ主の再来があってもおかしくないと信じました。また、『主が再来される時、主のものである人々はみな携え上げられて主と会う』という話を聞きました。信者はみな引き上げられ、携え上げられて、そのように共に栄光の中に入る、と私たちは結論しました。ああ、なんと素晴らしいことでしょう――みなが主の御前に集まるのです！しかし、私たちの友人の中には死んだ人もいます。昨日死んだ人もいますし、先週死んだ人もいます。また、依然として生きている人々もいます。これは全員が一緒に携え上げられるというこの話をすべて覆すものではないでしょうか？」。彼らは混乱し、狼狽しました。主が戻って来て自分たち全員を御許に集めてくださるどころか、自分たちの中には墓に入ってしまった人もいたのです。これは彼らのような実際的性質の持ち主にとって妨げだったことがわかります。


  そこで、使徒は彼らに書き送ります。使徒は彼らに福音、良い知らせを書き送ります。このように失望して困惑と悲しみの中にある人々に宛てて書き送ります。使徒は言います、「あなたたちに知っていただきたいと思います、親愛なる兄弟たちよ、あなたたちに理解していただきたいと思います。この問題は最終的には同じことなのです。主が来られる時、死んだ人たちが私たちに先立つことはありませんし、私たちが彼らに先立つこともありません。この問題には何の違いもありません。イエスにあって眠った者たちと、生き残っている私たちとは、みな共に引き上げられるでしょう。この問題でこれ以上悩む必要はありません。希望のない人々や、あるいは大きな希望を失った人々のように、悲しんではなりません――主の再来というこの偉大な希望を、これらの信者の死によって打ち砕かれた人のように、悲しんではなりません。実際のところ、この問題には落胆すべき何の要素もありません。これは愛する者を失った人への良い知らせです――これは生死の問題に関する良い知らせです――私たちはみな共に上って『空中で主と会います。そして、永遠に主と共にいるようになります』。これは実に素晴らしいことです」。


  ですから、ここでパウロはこの福音――良い知らせ、良いおとずれ――を持ち込めたことがわかります。それは彼らの性質や気質から生じたある困難を克服するためでした。


  自分自身の気質を知るための助け


  ここで少し立ち止まることにしましょう。ご存じのとおり、自分の気質を知っていれば、私たちは自分の困難のほとんどを克服していたでしょう。少しのあいだ座って――これは全く内省ではありません――こう自問してさえいれば！「さて、自分にはどんな特別な気質や性質があるのでしょう？自分の性質のせいで一体自分はどんな方向になびきやすいのでしょう？自分の気質はどんな要素や要因から成り立っているのでしょう？」。もしそれを指し示せれば、多くの問題に対する鍵を得たことになります。詩篇作者のアサフはある時、とても辛い時を過ごしました。彼は悪人を見て、彼らが栄えているのを見ました。彼は義人――自分自身も含めて――が困難な時を過ごしているのを見ました。そして、それですっかり落胆しました。しかし次に、彼は立ち直り、思い出して言いました、「これが私の弱さです。しかし、私はいと高き方がその右手をもって働かれた年月を思い出しましょう」（詩篇一二七・十）。「『これが私の弱さです』！これは主ではありません、これは真理ではありません――これは私にすぎません。困難な時に、私は落ち込みやすいのです。これが私の性質であり、私は問題に対してついついこのように反応してしまうのです」。


  さて、おそらく、これは物事を取り扱うとても天然的な方法に聞こえるかもしれません。しかし、まだ私は言い終えていません。私たちの問題の多くは自分固有の性質に由来します。これをあなたや私が理解するなら、それにより主のもとに行くべき理由ができたことになります。問題は実際のところ自分自身の性質の内にあります――私たちは主のもとに行くべき理由を得ます。私たちは主のもとに行って言うことができます、「主よ、あなたは私がどんな性質の持ち主かご存じです。私が生まれつき物事にどう反応するのかご存じです。私の性質がそうであるがゆえに、私がいつもどのようにある方法で引っかかってしまうのか、あなたはご存じです。特定の圧迫の下で私がどのように振る舞ってしまうのか、あなたはご存じです。主よ、あなたは私をご存じです。さて主よ、あなたは私とは違います。私が弱い所でも、あなたは強い御方です。私が過ちを犯してしまう所でも、あなたは完全な御方です」。


  完全な人である主イエスの場合、あらゆる気質の良い性質がすべて完全に調和しています。彼の中には、どの気質の悪い性質もありません。聖霊はキリストをもって私たちの欠けている所を満たすことができます。これがおわかりにならないでしょうか？これは偉大な奇跡、偉大な奥義、偉大な栄光であり、キリストが私たちに聖霊によって伝達されることを意味します。これは彼の人性の奇跡です。彼は完全な人であって、私たちを悩ませるこのような問題は全く何もありません。脅かしの下にある彼をご覧なさい。彼は落胆しません。試みと試練のあらゆる観点から彼をご覧なさい。彼は切り抜けます。しかし、彼は人です。彼はご自身の神性に基づいて切り抜けようとはされません。完全な人間性に基づいて切り抜けようとされます。これは私たちに伝達されるべきものです。


  霊的成長は次のことを意味します。すなわち、私たちは天然の自分とは異なる者になりつつあるのです。そうではないでしょうか？もともと、私たちは不幸に傾きやすい者かもしれません――いつも悲観的な見方をして、いつも泥沼にはまってしまいます。さて、聖霊が私たちを顧みてくださるようになる時、この不幸になびきやすい人々は喜びに満ちます。その人々にとって喜びに満ちることは自然なことではないのですが、そうなります。これがクリスチャン生活の奇跡です。私たちは元々の自分とは違う者になります。もともと私たちは、何らかの批判や迫害にさらされると、たちまち落胆して自分の問題を顧みてしまいます。しかし、主イエスが私たちの内におられるなら、私たちは我慢して進み続けることができます。落胆せずに進み続けます。彼は私たちを別人にしてくださいます。これが信者の生活における恵みの働きです。


  このテサロニケ人たちは自分たちの実際的気性のゆえに大きな苦難を受けました。最初に自分たちに告げられたことはすぐに起きる、と彼らは期待しました。彼らは自分に向かって言いました、「主は来られます――明日かもしれませんし、別の日かもしれません――その時、私たちの問題はすべて終わります。しかし、時は過ぎ行き、人々は死んでいきます。状況はますます困難になりつつあります。主が来られるようには到底見えません……」。彼らは挫けてバラバラになる寸前でした。その時、主イエスの福音が新たに示されて、元々の彼らにはない何らかの希望がもたらされたのです。


  実際的気質のケースに言えることは、他のどの気質にも言えます。これは一つの原則と見なせます。これを理解しさえすれば、主は私たち一人一人をこのように取り扱ってくださるでしょう。私たち自身の気質に応じて私たちを取り扱ってくださるでしょう。人々に対する神の取り扱いを画一化したり標準化しようとしても無駄です。私に対する神の取り扱いは、おそらくあなたにとってはあまり悩ましいものではないでしょう。しかし、あなたに対する神の取り扱いは、私をたちまち転倒させてしまうものかもしれません。神は私たちに応じて私たちを取り扱われます。それは、私たち自身からのものではなくキリストからのものが、私たちの内に増し加わるためです。もう一度言いますが、これは恵みの働きです。これはキリストの分与です――これこそまさにキリストのかたちに同形化されることの意義です。これは彼の性質にあずかることです――彼の性質は全く異なっています。しかし、これは恐ろしい過程です。今、この人々が切り抜けたように、私たちも切り抜けなければなりません。


  これは良い知らせでしょうか？私は良い知らせだと思います。これは福音、「良いおとずれ」だと思います。すぐに脱落して、諦めてしまい、惨めになってばかりいる人に対する良いおとずれです。自分自身の生来の願望や反応のせいで、実際の出来事の中で落胆している人に対する良いおとずれです。キリストは私たちとは異なる御方であり、私たちはキリストによって自分自身から救ってもらえます。これは良いおとずれです。これは大いに実際的であることがわかります。どのように自分自身から救われるのでしょうか？キリストによってです！キリストが来て、手を差し伸べ、私たちを引き上げてくださることによってではありません。「キリストにそうして欲しい」と私たちは願ってばかりいます。「主よ、来て、そうしてください。私たちを今いる所から現実に引き上げてください」と私たちは主に求めています。キリストが行っておられるのは私たちを置き換えることであり、内なる方法で私たちをご自身で置き換えることです。これは一つの過程であり、深遠な過程です。おそらく、何年もたってからでないと、キリストからのものが増えていることはわからないでしょう。その人は昔はかくかくしかじかの人でしたが、今は変わっており、今ではキリストを見ることができます。彼らはもはや昔の彼らではなく、過去の自分たちを克服しています。彼らは「その同じかたちに変えられ」つつあります。これが良い知らせです。テサロニケ人たちに対する良い知らせであり、私たちに対する良い知らせです。


  最後の試練


  しかし、このテサロニケ人たちにはもう一つのことがあります。この世の状況はますます難化しつつありました。この世の状況は悪い状況から、さらに悪い状況になりつつありました。この親愛なる人々は、数々の出来事や活動中の諸勢力を見て、思いました、「主が戻って来られるようには見えませんし、主の王国が到来するようにも見えません。まるでサタンが好き勝手にやっているかのように見えます。状況は悪い状況から、さらに悪い状況になりつつあります。状況は変わるはずだし、『新しい天と新しい地』、新しい状態の世界が到来するはずだ、と私たちは思ってきました。キリストとその王国の到来と共にこうしたものが実現する、と私たちは思ってきました。それなのに、その兆候は何一つありません。むしろ、状況はその反対の方向に進んでいます。世界はますます悪化しつつあり、悪人たちがますます跋扈するようになりつつあります。悪魔からのものが昔よりもますます増えているように思われます」。


  さて、使徒はこの問題について手紙を書いて言いました、「見てください、それは状況の悪化を意味するものではありませんし、あなたたちの期待が失望に終わったことを意味するものでもありません。このようなことが起きて満ち満ちないかぎり、主は戻って来られないのです。『不法の奥義はすでに働いています』。主が来られる前に、二つの出来事が起きなければなりません。


  まず第一に、一大背教が起きなければなりません」。一大背教ですって？クリスチャンたちが背教するのでしょうか？信仰を告白するクリスチャンたちが背教し、主から遠ざかり、逆戻りするというのでしょうか？このテサロニケ人たちにとって、これはあまり実際的な話ではありません！そうです、終末に向けてこのようなことがまさに起きるのです！主の再来が近づけば近づくほど、この試練によってますます人々はふるいにかけられます。人々はふるいにかけられるでしょう。背教があるでしょう。多くの人々――信仰告白者たち――は言うでしょう、「こんなことはやってられません。これ以上、こんなことはできません」と。彼らは主に従うことに背を向けるでしょう。常にそうでした。私たちの主が肉身を取っておられた時代もそうでした。終末にはそうなるでしょう。「ああ、なんと期待はずれなことか！」。ああ、そうです、しかし理解しておいてください、このようなことが起きるのです。しかし、これはすべてが狂ってしまったことを意味しません。まさにそのような状況になるのです。主が一群れの人々を取り去られる時、その人々は最後まで主と共に歩み通した人々でしょう。それで、主は試練につぐ試練をお与えになるのです。「さて、あなたたちテサロニケ人たちよ、どうか理解してください。主はあなたたちをテストしておられるのです。あなたたちが最後まで進み通すかどうかをテストしておられるのです」。信者の内に信仰が根付いているのか、それとも口先だけのものなのか、明らかにされなければなりません。ですから、時のしるしを誤解してはなりません。


  次に二番目の点です。反キリスト、罪の人、悪魔がますますのさばっているように思われる、と彼らは考えました。たしかにそうでした。「しかし」と使徒は言いました。「罪の人、反キリストが現れないかぎり、主の日は来ません」。「ああ、私たちは反キリストではなくキリストが来られると思っていました！」。ああ、しかし、反キリストが来ないかぎり、キリストは到来されません。混同してはなりません。この世にサタンによる一大運動が巻き起こり、まるでサタンが受肉したかのように思われたとしても、そして、サタンが受肉したもの――それは人の姿や組織の姿を取るかもしれませんが、その形がどうであれ――がキリストに属するものを必死になってすべて消し去ろうとしたとしても、それは悪いしるしではありません――主はまさに来ようとしておられるのです！悪魔がすべてを押し流そうとしているように思われる時、これは良い知らせです。これは前兆です。主は近いのです。


  「しかし、これらのことが起き始めたら、上を見上げて、あなたたちの頭を上げなさい。あなたたちの贖いが近いからです」とイエスは言われました（ルカ二一・二八）。ですから、苦難が増加し、忍耐が試され、サタンがのさばって権力を手中にしつつあるように思われたとしても、欺かれてはなりません――「自分たちの希望は実現されない」とあなたたちに言う者どもを許してはなりません。これを逆手に取って言いなさい、「これらのことこそまさに、私たちの希望がまさに実現されようとしている証拠なのです」と。これは苦難の時のための良い知らせであり、苦難の中にあるクリスチャンのための良い知らせであり、サタンが最悪のことを行っている時のための良い知らせです。主は近いのです！


  この問題全体の要約


  しかし、この問題全体をどの御言葉で要約すればいいのでしょう？これまで私たちはずっと、すべてを結論づけられる短い節を探そうとしてきました。その節は次の節だと思います。


  
    「あなたたちを召された方は信実ですから、そのこともまた行ってくださいます。」（一テサロニケ五・二四）。
  


  これがこの問題全体の結論であり要約です。そうです、愛する者たちが死んで、主のもとに行きつつあります。時は長引いています。悪魔が力を得て、最悪なことを行っているように見えます。主の民である私たちは苦難の中にあります。それでも、神は私たちを守り抜くことができます。「そのこともまた行ってくださいます」。これ以上何を望むのでしょう？他のいっさいのものに対抗して――「彼はそのこともまた行ってくださいます」。これは良い知らせです！結局のところ、最後にまとめると、良い知らせとは、事は私たちに任されているのではない、ということです。それは主の問題です。私たちがなすべきは、神を信じること、神の諸々の道を理解しようと努めること、堅く立つこと、最後まで望みを持ち続けることです。そうするなら、主が引き受けてくださいます。「あなたたちを召された方は信実ですから、そのこともまた行ってくださいます」。これが良い知らせです！


  



  第８章 テモテへの手紙


  
    「……祝福された神の栄光に関する福音、これを私は委ねられたのです。」（一テモテ一・十一）


    「ですから、私たちの主の証しや、主の囚人である私のことを、恥ずかしく思ってはなりません。むしろ、神の力にしたがって、福音と共に苦難を受けてください。」（二テモテ一・八）


    「……私たちの救い主イエス・キリストは（中略）死を滅ぼし、福音を通して命と不朽を明らかに示されました。そのために私は立てられて大使、使徒、教師になりました。」（二テモテ一・十、改訂訳欄外）


    「死者の中から復活した、ダビデの子孫であるイエス・キリストを思いなさい。これが私の福音です……」（二テモテ二・八）
  


  今、パウロが「私が宣べ伝えている福音」と称したものに関する、締めくくりの考察を始めることにします。「祝福された神の栄光に関する福音」。まず初めに、この御言葉の正確な訳に注意する必要があります。なぜなら、色々な訳され方をしているからです。欽定訳では、「祝福された神に関する栄光の福音（the glorious gospel of the blessed God）」となっています。先ほど引用した改訂訳（the gospel of the glory of the blessed God）とどう異なっているのかがわかるでしょう。後者――改訂訳――が原文の正確な訳です。正しく訳す必要があるのは、次の理由によります。すなわち、パウロが述べているのは、福音が何であるのか、つまり福音の内容についてではなく、神の栄光の現れと関係している福音についてだからです。これはやや細かい話に聞こえるかもしれませんが、とても重要です。繰り返しますが、ここでパウロの念頭にあったのは、神の栄光の顕現に関する福音、良いおとずれでした。神の栄光の顕現――これが福音です。


  もう一つの点に注意してください。それは「祝福された神の栄光に関する福音」です。この「祝福された（blessed）」という言葉を変えて、その代わりに「幸いな（happy）」という言葉を用いている訳もあります。つまり、「幸いな神の栄光に関する福音」とも訳されているのです。しかし、この訳は私たちの耳にはぎこちなく聞こえるのではないでしょうか？しかしそれでも、その真の意味を理解するなら、この言葉はあながち全く不適切とは言えません。


  新約聖書で「祝福された」と訳されている、二つのギリシャ語があります。一つはよく使われている言葉で、文字どおりには「称賛された」を意味します。これは文字どおりの意味ですが、新約聖書ではもっぱら「祝福された」という意味で用いられており、そのように訳されています。しかしながら、ここで使われているのはその言葉ではありません。ここで使われている言葉――前に述べた二つの言葉の二番目――は、滅多に現れない言葉です。その言葉は、適切な言い方をすると、ただ神のみに言えることを表現する言葉です。すなわち、神の存在の独自性を表現する言葉なのです。人は神について様々なことを考えたり述べたりしますが、神はそうしたものからかけ離れた御方です。人は自分の好きなように考え、好きなように述べるかもしれませんが、神は比類ない御方です。これがここで「祝福された」と訳されている言葉です。この言葉が実際に意味しているのは、神の御心を満たしている、厳粛で、静穏な、安息に満ちた、永遠の喜びです。この定義を実感できれば、ここで「祝福された」と訳されている言葉の意味をいくらか理解したことになります。それは神の御心の、静穏で、安息に満ちた、確固たる喜びの栄光に関する福音なのです。


  神の栄光の良い知らせ


  この福音、この良い知らせとなる、この神の栄光とは何でしょう？それは御子イエス・キリストにあってご自身を啓示される神の栄光です。ご自身の啓示です。旧約聖書では、ご存じのように、神の栄光は象徴的形を取りました。例えば、幕屋の至聖所では、恵みの座の上の二つのケルビムの間に栄光が見られました。この栄光が恵みの座を覆っていました。それは恵みの座、契約の箱を上から照らす一条の光でした。その光はそこから下を照らし、そこに焦点づけられていました。それは天的輝きでした。それは象徴にすぎませんでした。それが象徴していたのは次のことです――神の光は御子イエス・キリストを上から照らし、照り渡るものなのです。それが神の栄光です。パウロはコリント人に書き送って、これを「イエス・キリストの御顔にある神の栄光の知識の光」（二コリント四・六）というふうに述べています。それは主イエスの中にあるものであり、神の全く安息に満ちた、静穏で、安らかな、永続する満足から成っています。


  一人の人にあって現された神の栄光


  さて、ここで特に顕著な点があります。神の栄光について考えてみてください。神の栄光について多くのことが述べられており、「神の栄光は聖書の中に見られる」と言われています。聖書を開くと、神の栄光についてたくさん記されている、というのです。聖書を取り上げて神の栄光を探すと、何が見つかるでしょう？一人の人です！自分が一人の人と向き合っていることがわかります。この人から逃れることはできません。旧約聖書は無数の方式、手段、方法で常に一人の人を示します。新約聖書は最初から最後まで一人の人を見せています。常に一人の人を見せています。ですから、こう言わざるをえません、「これこそ私が探し求めていた答えです。私は神の栄光を知る知識を求めていましたが、この探求に対する神の答えは一人の人だったのです」と。しかし、これは「祝福された神の栄光に関する福音」というこのささやかな句の注釈にすぎません。「祝福された神の栄光に関する福音」とは御子イエス・キリストによる神の啓示なのです。


  この御言葉の描写によると、神は完全な静けさ、安息、静穏、永続的な安心と満足と喜びの状態にあります。すべては「祝福されたさま（blessedness）」というこの言葉にまとめられます。この描写・記述によると、神はこの状態にあります。神のこの状態の根拠は何でしょう？神がご自身を完全完璧に表現する一人の人を見いだされたことにほかなりません。そうです、私たちはこの人がどなたか知っています。私はこの方の神性やこの方自身の神格を軽視したり、脇にやっているわけではありません。今考えているのはそういうことではありません。神が人を創造されたことには、とてもとても高遠な数々の御旨があったことがわかります。実に、人が造られたのは、神の御心に応答して、神の御心を満足させるためでした。こう述べるのは途方もないことです。神の御心を満足させる！自分を満足させようとして多くのことを行う人々もいます。しかし、彼らは決して満足しないようです。彼らの標準や理想に届くものは何もありません。あなたは長い道のりを行き、出来るかぎり遠くまで進んで、人の考えつくあらゆる満足の境地にも達することができます。しかしそれでも、神の考えには遥かに遠く及びません。無限に及ばないのです。神は遥かに偉大であり、遥かに素晴らしいのです。


  この堕落した被造物の中には、神の素晴らしさや偉大さのかすかな残照しかありません。しかしそれでも、この被造物のありのままの姿を見ただけで、そのあらゆる欠点や弱さや移ろいやすさ等にもかかわらず、畏怖と畏敬の念で立ち尽くさずにはいられません。神の偉大さや、神を満足させるにはどれだけのものが必要なのか、私たちにはかすかにしか見えません。しかし、この御言葉によると、神は絶対的満足、静穏、静けさ、安息、幸いな状態にあります。なぜなら、神のこれらの御思い、願い、意図、最初の企ては、今やすべて実現・完成されたからです――被造物全般によってではなく、一人の人によってです。この人は神に答えて、神の無限の御心の要求に最後まで応じられます。キリストはなんと偉大でしょう！それゆえ、神はこの中に幸福、祝福、満足、静けさを見いだされるのです。


  代表者である一人の人


  おそらくあなたは、「これは言葉としては美しく、思想としてはとても素晴らしいです。しかし、その実際的価値はどこにあるのでしょう？」と思っているかもしれません。ああ、それこそ福音であることがわかります。「神の御子である主イエスがやって来て、人の立場を取り、完成されて、神を完全かつ決定的に満足させられたのは、たんに神が一人の人によって満足を得るためだった」とあなたは思っているのでしょうか？いいえ、福音とは次のことです。すなわち、主イエスは神が獲得しようとしておられるすべての人の代表者なのです。彼は代表であり、すべてを含んでいます。この昔ながらの美しい福音の始まりに、あなたも私も長く親しんできましたが、私たち自身を静めてもらうために、これをもっとよく把握する必要があります。その福音とはこれです。神の御子であるイエス・キリストは一つの領域であって、私たちはこの領域の中に召され、招かれ、信仰によって入るよう招待されているのです。それは、私たちが彼の中に隠れて自分自身から逃れるためです。神がご覧になるのはただ彼だけであって、私たちではありません。素晴らしいことです！あなたは自分の理屈や疑問をすべて捨てて、神の事実を受け入れなければなりません。「キリストの中で」というこの句は新約聖書の中に二百回以上出てきますが、これにはきっと何らかの意義があるにちがいありません。


  神は私たちをキリストの中にご覧になる


  これが意味する第一の点、そしておそらくすべてを包括する点は、もしあなたがキリストの中にあるなら、神はあなたを見る代わりにキリストをご覧になるということです。ここに小さな紙が一枚あります。この紙はあなた自身や私自身、ありのままの私たちだとしましょう。この紙を一冊の本にはさみます。この本はキリストだとします。すると、この紙はもはや見えなくなり、本しか見えません。これが「キリストの中にある」私たちの立場です。これがキリストの意義です。キリストは神を満足させておられますが、それがすべて私たちの口座に繰り入れられています。これが福音です。あなたや私がキリストの中にある時、神は私たちに満足されます――静かで、幸いであり、祝福されています。ああ、素晴らしい福音！これは理解することも説明することもできません。しかし、これは事実の叙述です。これが満足を得た神の栄光の福音です。


  前の章でこれとは別の文脈の中で適用した検査を再び述べるとこうなります。あなたや私が真にキリストのもとに来て、キリストの中に自分の場所を見いだす時、私たちの意識にのぼる最初のことは、「圧迫はすべてなくなった」ということです。私たちは安息に達しました。天然のものではない驚くべき静けさが私たちの内に到来します。私たちと神との間の戦いはすべて終わったと感じます。これは素晴らしいです。祝福された幸いな状態です。さて、これが私たちの経験です。しかし、その意義は何でしょう？その意義は、幸いな神の御霊が私たちの心の中で神の幸いを証ししておられる、ということです。「祝福された神の栄光に関する福音」。その第一段階は地位です。私たちはキリストの中にあります。


  私たちの内におられるキリスト


  この第二段階もしくは第二の面は、キリストが私たちの内におられるということです。しかし、この点を追いかけて前と同じ結論に至ってはなりません。これが意味するのは、キリストが隠れて私たちが見えるようになることではありません。違います、キリストは私たちの内におられ、私たちはキリストの内にいます。おそらく次のように述べないかぎり、これを説明するのは不可能です。キャンベル・モルガン博士はある時、「バプテスマは浸礼でしたか、滴礼でしたか？」と尋ねられました。彼は言いました、「親愛なる友よ、私と一緒にナイアガラの滝に来て、その下に立ってみてください。あなたは水滴を受けるでしょうか、それとも水に浸かるでしょうか？」。さて、答えはあなたにお任せします。しかし、これはそういうことなのです。キリストは私たちの内におられます。どうして彼は私たちの内におられるのでしょう？キリストが私たちの内におられるのは、神の御心をまさに満足させる御方としてであり、神の御霊が私たちの内で働いて私たちをキリストに同形化するためなのです。


  そして、これによりクリスチャン生活の別の面が開かれます。あなたや私が内なるキリストというこの基礎の上で絶えず進み続けるとき、私たちの喜びは増し加わっていきます。これは試してみることができます。主と共に進むのをやめたら自分の喜びがどうなるのかを見てごらんなさい。主から離れたら自分の幸いがどうなるのかを見てごらんなさい。そうするなら、私たちは嘆き始めるでしょう――


  
    「主を初めて見た時の、


    　あの幸いはどこに行ったのか？


    　イエスとその御言葉を見て、魂を新鮮にされたのに、


    　それはどこに行ってしまったのか？」
  


  ああ、しかし、私たちのだれかがこの詩歌を歌う羽目になることを、神は断じて許されません。それは必要ないことです。神は主イエスに満足しておられます。この基礎の上で主イエスと共に進み続けなさい。そうするなら、この幸いは増し加わります。神の幸いが私たちの心の中に広がっていきます。キリストが私たちの内側に据えられて、模範、標準、神の働きの基礎となってくださったのです。


  さて、これは基本的事柄です。ああ、これを学ぶのになんと長くかかることか！これが単純であることはわかっています。しかし、これは基本的なことであり、私たちがいつもつまずいている点でもあります。もし私たちが自分自身に基づいて進み続けようとしだすなら、神は止まってしまわれます。私たちの自己は惨めで破綻しています。神から見てそれは死体であって、死臭を放っています――このように言うのをお許しください――なぜなら、それは死んで二千年たっているからです（冗談に聞こえるかもしれませんが、大まじめです）。もし私たちが自分自身の立場、つまり自分が何者なのかに基づいてやっていこうとするなら、もしあなたが「あなたたちの内におられるキリスト」という立場から離れて自分自身という立場の上に立つなら、神は「わたしはこれ以上進めません」と仰せられます。神の働きはすべてやんでしまいます。立ち返らないかぎり、進み続けることはできません。私たちの出発点は信仰でした。イエス・キリストは私たちの身代わりであり、神に対して私たちの立場を取って、私たちのために神に答えてくださいました。これを信じるところから始まったのです。私たちはこれを信じ、この信仰によってキリストの中に移されました。自分自身を信じるのではなく、主イエスを信じるこの同じ信仰と共に、私たちは最後まで進み続けなければなりません。もし私たちが神の土台に基づいて進み続けるなら、神も先に進まれるでしょう。もし私たちが神の土台の上にとどまり続けさえするなら、神は喜んで祝福を増し加え続けてくださいます。これは良い知らせです。神の栄光は御子の中にあり、御子以外の人の中に栄光はありません。


  ですから、キリストは私たちの領域であり、キリストは私たちの中心であり、キリストは私たちの模範です。使徒が言うように、私たちはキリストに同形化されつつあり、ついにはキリストが私たちの内に完全に形造られます。単純で基本的なことです。キリストにおける神の栄光は、信者たちにおいて、教会において現されます。それには、信者たちは御子に対する神の満足に安息していなければなりません。ただこれだけが神の栄光の道であり、神の祝福と神の幸いが表される道です。これが福音です。


  それはみな、最後にはこれに焦点づけられることがわかります。福音とは何でしょう？福音は、突き詰めると、次のように総括されますし、網羅されます――つまり、御子に関する神の全き満足、安息、静けさが、私たちに与えられたのである、と。ああ、あなたも私も神と喧嘩せずに生きることができます。私たちはキリストの中にあるからです！兄弟、姉妹よ、自分自身のことで惨めな気持ちになりかける時、それを断固としてはねのけなさい。「そうです、それならすべてわかっています。すべてはわかっていなくても、それは一時のことです。自分がどのような者なのか、すべてわかっています。それを考えだすなら自分がどうなるのか、私にはわかっています。私はそれを脇に置きます。次のことは事実です――神がこれを行われたのです――すなわち、遥か昔に、キリストの中で私は十字架につけられ、キリストの中で死に、キリストの中で葬られ、キリストの中でよみがえらされたのです。これはすべてキリストの中でです。ここに私は立ちます」。この立場を維持しなさい。キリストの中にとどまりなさい。この立場から離れて別の立場の上に立つなら、栄光は去り、祝福と幸福はやみます。


  若者に対する良い知らせ


  パウロはテモテに福音について語りました。テモテは良い知らせ、良いおとずれを必要としていました。まず、テモテは若者でした。クリスチャンの若者は、自分自身の個人的な数々の問題を抱えています――自分自身の内に多くの困難や問題を抱えています。若者にとって人生はこれからです。人生の諸問題すべてに直面します。テモテは若者でした。このような若者に向かって使徒は言います、「大丈夫です、テモテよ。こうしたあらゆる問題や困難によってあなたは悩まされるかもしれません。様々な形で霊的にこうしたあらゆる問題を抱えるかもしれません。しかし、イエス・キリストはそうした状況にことごとく応じられるのです！」。若い男女よ、覚えておいてください。主イエスは若者のあらゆる問題に対する神の答えです。これは良いおとずれではないでしょうか？


  テモテは若かっただけではありません。特殊な困難の中にある若者でした。それはクリスチャンの働きにおける彼の立場のためでした。三つの方面から困難が彼に臨みました。第一は、異教世界からです。当時、若者にとってそれはなんと難題だったことでしょう！神のための余地、主のための余地、神の事柄のための余地が全くない世界だったのです。さらに、この異教世界の敵対勢力がことごとくこの若者の上に集中攻撃を加えているかのようでした。第二に、ユダヤ教界から来る困難がありました。パウロはここでそれを示唆しています。このユダヤ教徒たちは堅い決意を抱いて、パウロを世界中追いかけ回しました。「この男を始末しなければならない――この男の働きを完全に一掃しなければならない！」。あらゆる手を尽くして、このユダヤ教徒たちはパウロとその働きとその回心者たちを滅ぼそうとしました。テモテはパウロの仲間でした。パウロは言います、「私のことを恥に思ってはなりません」。パウロと関わっていたために、テモテはかなり多くの困難に遭いました。それに対する答えはこうでした、「大丈夫です、テモテよ。あなたのために良い知らせがあります！主イエスはこの問題に応じることができます――あなたを最後まで顧みてくださるのです」。


  次に、テモテは神の働きの中で――神の教会の中で――大きな責任を担っている若者でした。この責任の大きさが少しでもわかるなら、かなりしっかりした信頼できる根拠が必要であることがわかるでしょう。テモテはとても厄介なクリスチャンたちに直面しました。しかし、パウロは言いました、「若いからといって、だれにも侮られてはなりません」。偉ぶった人たち――自分をひとかどの者と思っている人たち――がいました。彼らにはこのように言う傾向がありました、「ああ、ご存じのとおり、テモテは若者にすぎません――あまりテモテに注目してはいけません」。彼らはテモテの若さを見下していました。これは耐えるのがとても困難なことです。もしあなたがたまたまそのような立場にあったなら、あなたはすっかり落胆してしまうでしょう。私はよく覚えているのですが、私が務めを開始して、ある教会に対して責任を持つようになった時のことです。その教会の役員の大半は年配の人たちでした。ある日、その中の一人がこう言うのが聞こえました、「彼が若すぎるのはご存じでしょう！」。しかし、彼らの中に素晴らしい人が一人いました。その人は言いました、「それなら心配ありませんよ――彼は毎日それを乗り越えつつありますから！」。まあ、それはとても親切でいいことなのですが、同労者たちの間のそのような姿勢は、自分が責任を担わなければならない時に、あなたを落胆させるかもしれません。テモテはそのような立場にありました。しかし、これがテモテに対する福音です。「大丈夫です。主イエスはその状況に応じることができます――あなたのことも最後まで顧みることができるのです」。


  結局のところ、実際はまさにそのとおりです。主イエスは「神から私たちへと至る」神の満足とされました。ああ、神に感謝します。主イエスは私たちの過ち、弱さ、欠点を挽回してくださいます。かつて私はある物語を読みました――実話だと思います――欧州のあるホテルの物語です。人々は安息、静けさ、隠遁を求めて、よくそのホテルに行って滞在しました。ある日、一人の母親が小さな女の子と一緒に到着しました。その少女はピアノを習い始めたばかりでした。毎朝、少女はまずピアノの所に行き、何度もピアノを弾きました。一日中、ピアノを弾いたのです。朝も昼も夜も少女は弾き続けました。とうとう滞在客たちは鬱陶しくなって、どうすればいいか集まって相談しました。その時、そのホテルに滞在するために、ある有名なピアニストが到着しました。彼は直ちにその場の雰囲気を察知して、この状況に介入しました。そして、少女がピアノに向かうと、彼も一緒に行って席に着き、自分の両手を少女の両手の上に乗せて導きました。すると、すごく美しい音楽が流れ始めたのです。人々は自分の部屋からピアノのあるその部屋にやって来て、座って聞き入りました。演奏が終わると、このピアニストは少女に言いました、「ありがとう、お嬢さん。今日はとても楽しかったですね」――こうして問題はすっかり片付いたのです。


  そうです、主イエスはご自身の両手を私たちの両手の上に置いてくださいます。私たちは物事を滅茶苦茶にしてしまうかもしれません。もし放置されたら、そうしてしまうでしょう。私たちは台無しにして、多くの害を及ぼしてしまいます。私たちはあまりにも不完全で、あまりにも間違いを犯しやすいのです。しかし、主イエスが祝福に満ちた形でやって来て、私たちの欠点を正し、私たちに代わって御父に答え、私たちの過ちを益に変えてくださるのです――どのようにしてでしょう？――ご自身によってです。まさにご自身によってそうしてくださるのです。


  「祝福された神の栄光に関する福音」――これが答えであり、これが良い知らせです。


  



  注記


  



  「ただで受けたものはただで与えられるべきですから、私の著書に著作権をつけないでください」という著者の遺志により、本書は著作権フリーです。本書を配布する場合は、著者の遺志を尊重して、著作権をつけないでください。
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